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二
　
占
夢
家
の
歴
史

占
夢
が
発
展
し
変
化
す
る
中
で
、
占
夢
家
が
果
し
た
役
割
は
か
な
り
重
要
で
あ

る
。
原
始
時
代
に
お
い
て
は
、
年
長
者
や
神
職
者
が
占
夢
を
担
当
し
て
い
た
。
占

夢
に
は
殷
王
の
そ
ば
に
仕
え
る
専
門
の
役
人
が
い
た
の
で
あ
る
。
西
周
時
代
に

は
、
王
制
の
下
で
占
夢
を
専
門
と
す
る
官
が
設
け
ら
れ
た
。
た
だ
、
春
秋
時
代
以

後
は
、
占
夢
の
地
位
は
日
増
し
に
下
降
し
て
、
政
府
の
役
人
が
行
な
っ
て
い
た
占

夢
も
、
し
だ
い
に
世
俗
化
し
た
た
め
、
必
ず
し
も
専
門
家
に
委
ね
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
。
魏
晋
か
ら
隋
唐
に
か
け
て
、
世
俗
的
な
占
夢
家
が
歴
史
の
舞
台
で
活
躍

す
る
。宋
明
以
後
、方
術
の
士
た
る
占
夢
家
は
江
湖
九
流
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま
っ

た
。
占
夢
家
の
歴
史
は
占
夢
の
盛
衰
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
い
る
。

（
一
）
殷
の
卜
辞
に
見
え
る
占
夢
家

占
夢
は
初
め
は
何
の
体
系
も
な
い
迷
信
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
夢
の
意
味
や
そ
の

吉
凶
に
つ
い
て
、
部
落
内
の
氏
族
の
長
者
に
よ
っ
て
、
心
理
的
な
体
験
が
代
々
伝

え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
死
人
の
棺
桶
を
担
ぐ
夢
を
見
た
ら
、
な
ぜ
野
獣
を

倒
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
馬
に
乗
っ
て
道
を
走
る
夢
を
見
た
ら
、
な
ぜ
猟
に
出

て
も
獲
物
を
仕
留
め
ら
れ
な
い
の
か
、
こ
れ
ら
の
理
由
を
ホ
ジ
ェ
ン
族
に
訊
い
た

と
し
よ
う
。
か
れ
ら
は
き
っ
と
こ
う
答
え
る
だ
ろ
う
。
長
老
が
そ
う
言
っ
て
い
た

か
ら
と
。
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
祖
先
は
比
較
的
単
純
な
社
会
生
活
を
お
く
っ
て
い
て
、

夢
の
多
く
は
日
常
生
活
の
中
で
見
た
事
物
が
現
れ
る
の
で
、
専
門
家
に
夢
を
占
っ

て
も
ら
う
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
活
が
複
雑
化
し
て
く
る
と
、
情

況
は
一
変
し
、
夢
も
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
く
。
す
る
と
、
長
老
の
「
経
験
」

だ
け
で
は
満
足
に
夢
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
で
き
ず
、
神
職
者
に
教
え
を
請
わ
ね

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
リ
ス
族
は
「
尼
扒
」、「
公
扒
」
に
、

チ
ン
ポ
ー
族
は
大
小
の
「
董
薩
」
に
、
ヤ
オ
族
は
「
先
公
」
や
「
道
公
」
に
、
苗

族
は
な
じ
み
の
「
相
商
」
や
「
相
戞
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
教
え
を
請
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
風
俗
は
皆
、
太
古
か
ら
ず
っ
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
解
放
前
の
漢
族
の

農
村
で
は
、
ふ
つ
う
の
夢
は
老
人
に
訊
ね
、
複
雑
な
夢
は
占
夢
家
に
訊
ね
た
。
神

職
者
や
占
夢
家
に
教
示
を
求
め
る
の
は
、
単
に
か
れ
ら
が
占
夢
の
方
法
を
把
握
し

て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
か
れ
ら
が
「
神
に
通
じ
」、「
鬼

に
通
じ
」
る
こ
と
が
で
き
、
夢
中
の
神
鬼
の
意
を
占
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
。
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漢
族
の
伝
説
で
は
、
最
も
早
い
占
夢
家
と
し
て
巫
咸
を
挙
げ
る
の
が
常
で
あ

る
。
張
衡
の
『
思
玄
賦
』
に
「
巫
咸
を
抨つ

か

ひ
て
以
て
夢
を
占
は
し
め
ば
、
貞
吉
の

元
き
符
な
り（

（
（

」、
韓
愈
の
「
琴
操
」
十
首
の
う
ち
の
「
残
形
操
」
に
「
獣
有
り
こ

れ
狸
、
我
夢
に
之
を
得
た
り
、
…
…
、
巫
咸
天
に
上
り
、
識
る
者
は
其
れ
誰
ぞ
」

と
あ
る
。
巫
咸
の
名
は
、『
山
海
経
』
の
「
海
外
西
経
」
と
「
大
荒
西
経
」
に
見
え
、

有
史
以
前
の
巫
祝
の
神
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
尚
書
』（
君
奭
）
に
も
見
え
、

殷
の
賢
臣
で
神
職
に
属
す
る
者
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
は
伝
説
に

す
ぎ
な
い
。
占
夢
者
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
歴
史
的
痕
跡
の
な
か
で
、
最
も
古

い
も
の
は
、
殷
の
卜
辞
に
お
け
る
記
載
で
あ
る（

（
（

。

殷
王
の
夢
に
は
、
王
自
ら
占
っ
た
夢
が
い
く
つ
か
あ
る
。

癸
未
卜
、
王
貞
鬼
夢
、
余
勿
邨
（
禦
）。

丁
未
卜
、
王
貞
塊
夢
、
亡
未
郢
（
艱
）。

こ
の
二
条
の
卜
辞
の
中
で
、「
癸
未
卜
」、「
丁
未
卜
」は
占
い
を
し
た
時
を
い
い
、

「
王
」
と
は
高
宗
の
武
丁
を
指
し
、「
邨
」
は
祭
の
名
を
、「
郢
」
は
困
難
な
さ
ま

を
示
す
。
高
宗
の
夢
に
武
器
を
持
っ
た
鬼
が
現
れ
、
占
い
問
う
た
、
邨
の
祭
を
行

な
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
と
。
高
宗
は
何
度
も
鬼
の
夢
を
見
て
、
占
い
問
う
た
、

困
難
な
事
が
起
こ
る
の
か
と
。

た
だ
、
殷
王
の
夢
の
ほ
と
ん
ど
は
占
い
の
専
門
家
に
よ
っ
て
占
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
案
と
い
う
役
人
が
占
っ
た
記
事
が
最
も
多
い
。

丙
子
卜
、
案
貞
、
王
夢
妻
、
不
佳
（
唯
）
竢
（
禍
）。

□
□
卜
、
案
貞
、
王
夢
妾
、
濃
（
有
）
間
佳
竢
。

辛
未
卜
、
案
貞
、
王
夢
兄
戊
堯
従
不
佳
竢
。

□
寅
卜
、
案
貞
、
王
夢
兄
丁
佳
竢
。

己
未
卜
、
案
貞
、
王
夢
皿
（
祭
名
）
不
佳
竢
。

丙
戌
卜
、
案
貞
、
王
濃
（
有
）
夢
示
、
不
…
…
。

庚
戌
卜
、
案
貞
、
王
濃
（
有
）
夢
、
不
佳
竢
。

殷
王
が
夢
に
妻
妾
を
見
て
、
案
が
こ
れ
を
占
い
、
夢
に
兄
を
見
て
、
案
が
こ
れ

を
占
う
。
夢
に
祭
祀
、
天
象
を
見
た
時
に
も
、
案
が
こ
れ
を
占
っ
て
い
る
。
問
う

の
は
皆
、災
禍
や
動
乱
が
起
こ
る
か
否
か
で
あ
る
。唐
蘭
の
考
証
に
よ
れ
ば
、「
案
」

の
名
は
卜
辞
中
に
数
百
回
も
現
れ
て
お
り
、
武
丁
期
の
重
要
な
卜
師
で
あ
る
。
于

省
吾
に
よ
れ
ば
、「
案
」は
お
そ
ら
く
武
丁
期
の
重
臣
で
、国
家
の
大
事
の
多
く
は
、

案
が
王
に
代
わ
っ
て
占
っ
た
と
い
う（

（
（

。
も
し
そ
う
な
ら
、「
案
」
は
、
神
職
と
政

治
家
と
を
兼
職
し
、
殷
王
側
近
の
高
い
地
位
に
あ
っ
て
、
殷
王
の
活
動
に
大
き
な

影
響
力
を
持
っ
た
存
在
と
い
え
よ
う
。

「
案
」
の
ほ
か
に
、殷
の
武
丁
の
夢
に
は
、時
に
「
森
」
と
い
う
名
の
役
人
が
占
っ

た
も
の
が
あ
る
。

乙
巳
卜
、
森
貞
、
王
夢
箙
（
史
官
）、
其
佳
帥
（
孽
）。

庚
子
卜
、
森
貞
、
王
夢
白
牛
、
佳
竢
。

こ
こ
で
は
、
武
丁
が
夢
に
「
箙
」
と
い
う
名
の
史
官
を
見
て
、
何
か
天
変
地
異

が
起
こ
る
の
か
と
問
い
、
ま
た
、
一
頭
の
白
い
牛
を
夢
に
見
て
、
災
禍
や
動
乱
が

起
こ
る
か
否
か
を
問
う
た
。

殷
王
の
身
辺
に
は
、
案
や
森
な
ど
の
高
位
の
役
人
が
王
の
代
り
に
占
っ
て
い
る

が
、
か
れ
ら
の
主
要
な
任
務
は
占
夢
で
は
な
い
。
占
夢
は
か
れ
ら
の
任
務
の
一
つ

に
す
ぎ
な
い
。
西
周
の
王
制
期
に
な
る
と
、
王
の
夢
を
と
て
も
重
視
し
た
た
め
、

夢
占
い
を
専
門
と
す
る
役
人
が
現
れ
は
じ
め
た
。
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（
二
）
西
周
の
王
制
期
の
占
夢
官

『
周
礼
』
春
官
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
周
王
の
た
め
の
占
い
は
す
べ
て
太
卜
が
扱

う
。
鄭
玄
の
注
に
、「
太
卜
は
卜
筮
の
官
の
長
な
り
」
と
あ
る
。
規
定
に
よ
れ
ば
、

太
卜
は
ふ
つ
う
二
人
で
、
階
級
は
「
下
大
夫
」
に
属
す
る
。
太
卜
の
下
に
、
太
卜

が
管
轄
す
る
官
署
が
あ
り
、「
卜
師
、
上
士
四
人
。
卜
人
、
中
士
八
人
、
下
士
十

有
六
人
、
府
二
人
、
史
二
人
、
胥
四
人
、
徒
四
十
人
」
を
含
む
。
そ
の
中
で
官
員

は
三
十
四
人
で
、
胥
徒
は
四
十
四
人
、
全
部
で
七
十
八
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

当
時
に
あ
っ
て
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
組
織
で
あ
る
。
占
夢
官
は
太
卜
に
隷
属

し
、
そ
の
組
織
に
は
、「
中
士
、
史
二
人
、
徒
四
人
」
が
あ
る
。
具
体
的
な
職
責

と
し
て
は
、
太
卜
が
「
三
夢
の
法
」
を
掌
り
、
周
王
の
夢
の
原
因
、
夢
占
い
の
方

法
や
手
続
き
な
ど
を
扱
う
。
実
際
に
占
夢
を
行
う
の
は
占
夢
官
で
あ
る
。

夢
を
占
う
に
は
、ま
ず
そ
の
夢
を
告
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。『
逸
周
書
』と『
荘

子
』
に
所
載
の
資
料
か
ら
、
周
王
の
時
に
は
「
夢
を
告
げ
る
」
制
度
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
、少
な
く
と
も
「
夢
を
告
げ
る
」
こ
と
が
当
時
の
習
慣
的
な
手
続
き
と
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

太
姒
に
夢
有
り
、
寐
よ
り
覚
め
て
以
て
文
王
に
告
げ
、（「
程
寤
解〔

（
〔

」）

惟
れ
文
王
夢
を
告
げ
／
太
子
発
に
詔
し
／
有
司
に
詔
し
（「
文
儆
解
」）

惟
れ
四
月
朔
、
王
（
夢
を
）
告
げ
、
儆
め
て
周
公
旦
を
召
し
、（「
寤
敬
解
」）

惟
れ
十
有
二
祀
四
月
、
王
夢
を
告
げ
（「
武
儆
解
」）

惟
れ
正
月
、
王
成
周
に
在
り
、（
宿
し
て
夢
に
驚
き
）
昧
爽
に
三
公
、
左
史
、

戎
夫
を
召
し
、（「
史
記
解
」）

文
王
臧
に
お
い
て
一
丈
夫
の
釣
る
を
夢
み
、明
旦
大
夫
に
属
（
嘱
）
し
、（「
田

子
方
」）

夢
を
告
げ
ら
れ
た
者
は
、
周
王
（
文
王
）、
太
子
、
三
公
、
左
史
、
有
司
な
ど

で
あ
る
。
左
史
、
有
司
は
太
卜
や
占
夢
が
所
属
す
る
官
員
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

周
王
が
そ
の
夢
の
す
べ
て
を
告
げ
た
の
か
、
そ
の
夢
を
必
ず
占
っ
た
の
か
、
あ
ま

り
は
っ
き
り
し
な
い
。
た
だ
、
重
大
な
事
柄
に
関
す
る
夢
は
必
ず
告
げ
て
そ
れ
を

占
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
周
庭
の
梓
が
松
柏
と
な
る
夢
を
太
姒
が
見
た
時
、
太
子
と

と
も
に
明
堂
で
占
っ
て
い
る
よ
う
に
。

太
卜
と
占
夢
は
と
も
に
官
位
は
か
な
り
低
い
。『
詩
経
』
小
雅
に
、
周
の
宣
王

の
夢
を
、「
大
人
之
を
占
」（
斯
干
）
い
、
牧
人
の
夢
を
、「
大
人
之
を
占
ふ
」（
無

羊
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、ど
う
し
て
、周
王
や
牧
人
の
夢
を
皆
「
大
人
（
が
）

之
を
占
ふ
」
の
か
。『
夢
占
逸
旨
』
に
、「
又
大
人
を
し
て
之
を
占
は
し
め
、
其
の

厳
重
を
致
し
、
未
だ
敢
て
褻
ら
ざ
る
な
り
」（
宗
空
篇
）
と
あ
る
の
は
、
つ
ま
り
、

占
夢
を
侮
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
、
な
ぜ
下
大
夫
や
中
士
の

職
を
君
民
が「
大
人
」と
呼
ぶ
の
か
。『
詩
経
』小
雅
・
斯
干
の
鄭
玄
の『
箋
』に
、「
大

人
之
を
占
ふ
は
、
聖
人
の
占
夢
の
法
を
以
て
之
を
占
ふ
を
謂
ふ
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
明
ら
か
に
文
意
に
合
わ
な
い
。
朱
熹
の
『
詩
集
伝
』
に
、「
大
人
は
、
大
卜

の
属
、占
夢
の
官
な
り
」と
あ
る
。「
大
人
」が
属
官
で
あ
る
こ
と
を
言
う
だ
け
で
、

そ
の
名
称
の
意
味
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。「
大
人
」
と
は
、
主
に
占
夢

者
に
対
す
る
尊
敬
の
念
を
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。そ
れ
は
我
々
が「
先
生
」

と
い
う
呼
称
を
使
う
よ
う
に
。

『
詩
経
』
小
雅
・
正
月
に
は
ま
た
、「
彼
の
故
老
を
召
し
て
、
之
に
占
夢
を
訊
ぬ
」

と
あ
る
。
ど
う
し
て
、「
故
老
」
と
「
占
夢
」
と
が
並
ん
で
挙
げ
ら
れ
る
の
か
。

明
の
朱
善
は
、「
故
老
は
臧
否
に
明
ら
か
な
る
者
な
り
。
占
夢
は
吉
凶
に
明
ら
か

な
る
者
な
り
。
国
の
頼
る
と
こ
ろ
、
以
て
訛
を
正
す
」（『
詩
解
頤
』
巻
二
）
と
言
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う
。
実
際
、
両
者
を
並
び
挙
げ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
が
あ
る
か
ら
で
は
な

く
、
民
間
の
風
習
と
国
家
の
制
度
と
が
並
存
し
た
当
時
の
情
況
を
反
映
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
故
老
に
よ
る
占
夢
は
、
長
い
歴
史
が
あ
る
た
め
に
、
民
間
に
お
い

て
依
然
こ
れ
を
必
要
と
し
た
。
一
方
、
占
夢
の
官
は
周
の
時
代
に
始
ま
り
、
主
に

王
や
王
室
の
た
め
に
夢
を
占
っ
た
。
周
王
の
た
め
の
占
夢
は
、
も
ち
ろ
ん
民
間
の

占
夢
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
民
間
の
そ
れ
に
比
べ
て
ず
っ
と
複
雑
で
詳
細

で
あ
っ
た
。
占
夢
官
は
中
士
や
史
が
掌
っ
た
が
、
歳
時
を
掌
握
し
、
星
座
の
諸
現

象
を
観
察
し
、
陰
陽
を
弁
別
す
る
な
ど
、
高
度
の
知
識
や
専
門
的
な
訓
練
を
要
し

た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
、
一
般
の
「
故
老
」
の
「
経
験
」
な
ど
に
よ
っ
て
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

（
三
）『
春
秋
』
経
伝
に
見
え
る
占
夢
官

西
周
期
に
は
、
国
の
大
事
を
占
い
に
よ
っ
て
決
め
て
い
た
の
で
、
占
夢
官
は
周

王
の
側
近
に
あ
っ
て
重
要
視
さ
れ
た
。
春
秋
期
以
降
は
、
周
の
天
子
の
地
位
が
低

下
し
た
た
め
か
、
そ
こ
に
そ
う
し
た
占
夢
官
の
存
在
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
各
国
の
諸
侯
た
ち
は
相
変
わ
ら
ず
占
夢
を
信
じ
て
い
た
。
か
れ
ら
の
傍

に
占
夢
官
が
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
体
誰
に
夢
を
占
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

明
の
董
説
撰
『
七
国
考
』
は
、
大
量
の
文
献
を
も
と
に
、
先
秦
七
国
の
歴
代
の

官
職
に
つ
い
て
考
証
し
て
い
る
。
清
の
程
廷
祚
、
沈
淑
、
李
調
元
も
そ
れ
ぞ
れ
、

『
春
秋
職
官
考
略
』、『
左
伝
職
官
』、『
左
伝
官
名
考
』
を
撰
し
て
い
る
。
考
証
の

結
果
、
七
国
の
う
ち
の
ど
の
国
に
も
占
夢
を
専
門
と
す
る
官
職
は
存
在
し
な
か
っ

た
。
た
だ
、『
七
国
考
』
に
は
「
夢
大
夫
」
の
一
条
が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
占
夢
書
』

に
引
く
『
趙
史
記
』
の
「
趙
簡
子
病
む
こ
と
七
日
に
し
て
寤
め
、
其
の
夢
に
鈞
天

に
游
ぶ
を
言
ひ
、『
夢
大
夫
の
董
安
于
言
を
受
け
、
書
し
て
府
に
蔵
す
』
と
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
『
史
記
』
趙
世
家
と
基
本
的
に
内
容
が
同
じ
で
あ
る
が
、
趙
世
家

に
は
「
夢
大
夫
」
の
三
字
は
な
い
。
趙
世
家
に
誤
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
董
安
于

は
た
だ
言
を
受
け
て
夢
を
記
し
た
だ
け
で
、
夢
占
い
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、「
夢
大
夫
」
を
占
夢
官
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
左
伝
』、『
国
語
』、『
史
記
』
な
ど
に
見
え
る
記
事
に
よ
れ
ば
、
春
秋
期
の
各

国
の
諸
侯
や
臣
下
た
ち
が
夢
占
い
を
依
頼
す
る
人
は
主
に
四
種
類
で
あ
る
。

ま
ず
、
政
府
の
史
官
の
場
合
。

魯
の
昭
公
、
襄
公
の
路
神
を
祭
る
を
夢
み
、
梓
慎
占
ふ
。（
昭
公
七
年
）

趙
簡
子
、
童
子
の
臝
し
て
歌
ふ
を
夢
み
、
史
墨
占
ふ
。（
昭
公
三
十
一
年
）

衛
侯
、
渾
良
の
被
髪
し
て
叫
ぶ
を
夢
み
、
胥
靡
赦
占
ふ
。（
哀
公
十
七
年
）

虢
公
、
神
人
の
白
毛
に
虎
爪
な
る
を
夢
み
、
史
墨
占
ふ
。（『
国
語
』
晋
語
）

秦
文
公
、
黄
蛇
の
天
よ
り
属
す
る
を
夢
み
、
史
敦
占
ふ
。（『
史
記
』
秦
本
紀
）

趙
盾
、
叔
帯
の
腰
を
持
つ
を
夢
み
、
史
援
占
ふ
。（『
史
記
』
趙
世
家
）

梓
慎
は
魯
の
大
夫
で
、
数
術
に
詳
し
く
、
史
官
を
兼
ね
て
い
た
。『
漢
書
』
芸

文
志
に
、「
数
術
は
、
皆
明
堂
、
羲
和
、
史
卜
の
職
な
り
。
…
…
春
秋
の
時
、
魯

に
梓
慎
有
り
…
…
」（
数
術
略
）
と
あ
る
。
胥
靡
赦
は
、
杜
預
の
注
に
、「
衛
の
筮

史
な
り
」
と
あ
る
。
史
墨
、
史
嚚
、
史
敦
、
史
援
は
皆
史
官
で
あ
る
。
中
国
の
先

秦
時
代
の
史
官
は
、「
事
を
書
し
」、「
言
を
記
し
」、
簡
を
執
り
冊
を
作
す
傍
ら
、

祭
祀
や
占
卜
を
司
っ
た
。
襄
公
二
十
五
年
に
、
武
子
筮
卦
し
、「
史
皆
吉
と
曰
ふ
」

と
あ
り
、
疏
に
「
史
は
、
筮
人
な
り
」
と
記
載
さ
れ
る〔

（
〔

。『
戦
国
策
』
宋
策
に
は
、

「
雀
の
笄
を
城
の
陬
に
生
む
有
り
」、「
史
を
し
て
之
を
占
は
し
む
」
と
あ
る
。
ほ
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か
に
、
国
家
の
吉
凶
や
盛
衰
に
関
わ
る
夢
は
、
す
べ
て
史
官
が
冊
に
記
し
た
。
こ

れ
は
中
国
の
古
い
伝
統
で
あ
る
。
も
と
も
と
周
王
の
占
夢
官
の
う
ち
、「
史
（
は
）

二
人
」
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
諸
侯
た
ち
が
史
官
に
夢
占
い
を
さ
せ
た
の
も
不
思

議
で
は
な
い
。
当
然
、
史
官
に
よ
る
夢
占
い
は
専
門
の
占
夢
官
に
よ
る
そ
れ
と
異

な
っ
て
い
た
。

そ
の
次
は
、
巫
師
に
よ
る
も
の
。

晋
文
公
、
大
厲
の
被
髪
す
る
を
夢
み
、
桑
田
の
巫
占
ふ
。（
成
公
十
年
）

荀
偃
、
厲
公
と
訟
ふ
を
夢
み
、
巫
皐
占
ふ
。（
襄
公
十
八
年
）

桑
田
の
巫
は
桑
田
地
方
の
巫
師
で
あ
る
。
桑
田
は
も
と
虢
国
の
地
で
あ
っ
た
が
、

後
に
晋
に
兼
併
さ
れ
た
。
巫
皐
も
晋
の
梗
陽
の
巫
師
で
、
名
を
皐
と
い
っ
た
。
文

公
と
荀
偃
は
な
ぜ
巫
師
に
夢
を
占
わ
せ
た
の
か
。
そ
れ
は
巫
師
が
舞
い
祈
る
こ
と

で
鬼
神
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
夢
に
鬼
神
が
現

れ
人
に
何
か
を
告
げ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
巫
師
に
夢
占
い
を
し
て
も
ら

う
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
既
述
の
巫
咸
も
巫
師
に
ち
が
い
な
い
。
こ
こ

で
は
、
史
官
が
政
府
の
役
人
で
あ
り
、
巫
師
が
民
間
の
神
職
者
で
あ
る
よ
う
に
、

両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
所
属
に
あ
っ
た
。

そ
の
三
は
、
諸
侯
の
近
侍
官
に
よ
る
も
の
。

晋
侯
、
楚
子
と
搏
す
る
を
夢
み
、
子
犯
占
ふ
。（
僖
公
二
十
八
年
）

晋
侯
、
黄
熊
の
寝
門
に
入
る
を
夢
み
、
子
産
占
ふ
。（
昭
公
七
年
）

宋
の
元
公
、
太
子
欒
の
位
に
廟
に
即
く
を
夢
み
、
旦
に
六
卿
を
召
し
て
占
は

し
む
。（
昭
公
二
十
五
年
）

呉
王
夫
差
、
黒
犬
の
走
り
て
嘷
え
る
を
夢
み
、
群
臣
を
召
し
て
占
は
し
む
。

（『
越
絶
書
』）

子
犯
、
子
産
、
六
卿
、
群
臣
は
、
史
官
で
も
な
け
れ
ば
神
職
で
も
な
い
の
に
、
な

ぜ
王
侯
た
ち
は
か
れ
ら
に
夢
占
い
を
さ
せ
た
の
か
。
そ
れ
は
か
れ
ら
が
そ
の
豊
富

な
知
識
に
よ
っ
て
、「
天
人
」
を
明
ら
か
に
し
、
事
理
を
悟
る
こ
と
が
で
き
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、春
秋
期
の
占
夢
が
、す
で
に
神
職
の
管
轄
を
離
れ
、

世
俗
化
へ
と
向
か
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
臣
下
た
ち
は
神

職
で
は
な
い
と
は
い
え
、
政
府
の
役
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

そ
の
四
は
、
諸
侯
や
臣
下
が
自
分
で
占
う
も
の
。

韓
厥
、
其
の
父
を
夢
み
、
自
ら
占
ひ
、
父
の
言
に
従
ふ
。（
成
公
二
年
）

孔
成
子
と
史
朝
と
同
に
康
叔
を
夢
み
、
自
ら
占
ひ
、
康
叔
の
命
に
従
ふ
。（
昭

公
七
年
）

得
（
宋
昭
公
）、
烏
と
為
る
を
夢
み
、
自
ら
占
ひ
、「
余
の
夢
は
美
な
り
」
と

謂
ふ
。（
哀
公
二
十
六
年
）

韓
厥
の
夢
お
よ
び
孔
成
子
と
史
朝
の
夢
は
、
所
謂
「
直
夢
」
で
、
夢
の
内
容
か
ら

直
接
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
父
が
言
っ
た
と
お
り
に
韓
厥
は
理

解
し
、
康
叔
が
言
っ
た
と
お
り
に
孔
成
子
と
史
朝
が
理
解
す
る
と
い
う
よ
う
に
。

こ
う
し
た
夢
は
自
分
で
容
易
に
占
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
宋
昭
得
の
烏
に
な

る
夢
は
、
烏
と
い
う
夢
の
象
徴
的
意
味
に
も
と
づ
い
て
夢
を
占
っ
て
お
り
、
占
夢

の
「
知
識
」
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
理
解
が
必
要
と
い
え
る
。
し
か
し
、
宋
昭
公

に
占
夢
の
「
知
識
」
が
あ
っ
た
た
め
、
自
分
で
占
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と

は
、
誰
で
も
占
夢
の
「
知
識
」
が
あ
る
程
度
あ
れ
ば
、
自
分
で
占
っ
た
り
、
他
人

の
代
わ
り
に
占
っ
た
り
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
爵
位
の
有
無
、
神
職
か
ど
う
か
、

役
人
か
ど
う
か
な
ど
、
ま
っ
た
く
関
係
が
な
く
な
っ
た
。

歴
史
上
の
事
実
と
論
理
的
な
事
柄
と
は
た
い
て
い
一
致
す
る
も
の
だ
。
四
種
類
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の
占
夢
の
情
況
か
ら
、
春
秋
以
後
、
占
夢
者
の
中
に
世
俗
化
の
傾
向
が
現
れ
て
き

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
歴
史
の
舞
台
に
お
い
て
も
、
世
俗
化
し
た
占
夢
者

が
活
動
し
始
め
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。『
晏
子
春
秋
』
に
、
斉
の
景
公
が
病
に

か
か
る
と
、
晏
子
が
占
夢
者
を
よ
ん
だ
と
い
う
記
事
が
あ
る〔

（
〔

。
こ
の
占
夢
者
は
、

政
府
の
役
人
で
も
な
け
れ
ば
、
民
間
の
巫
師
で
も
な
い
。『
越
絶
書
』（
巻
十
呉
王

占
夢
）
に
は
、呉
王
夫
差
が
黒
犬
を
夢
に
見
て
、狂
っ
た
よ
う
に
「
炊
甑
烟
無
し
」

と
叫
ん
だ
が
、
群
臣
た
ち
は
皆
何
の
こ
と
か
分
か
ら
ず
、
そ
れ
で
公
孫
聖
を
召
し

た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
公
孫
聖
も
呉
の
世
俗
の
占
夢
者
で
あ
る
が
、
せ
い

ぜ
い
下
級
官
吏
ど
ま
り
で
、
占
夢
が
得
意
な
た
め
に
有
名
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
左
伝
』
昭
公
十
一
年
に
は
、
丘
泉
の
人
に
ひ
と
り
の
娘
が
い
て
、
帷
幕
が
孟
氏

の
宗
廟
を
覆
う
夢
を
見
て
、
す
ぐ
に
孟
僖
子
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
（
妾
と
な
っ

た
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
夢
書
に
は
、「
夢
に
帷
幕
を
見
る
は
、
陰
事
を
憂
ふ

る
な
り〔

〔
〔

」
と
あ
る
が
、
こ
の
娘
は
自
分
で
夢
を
占
う
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
実
行

に
移
し
た
の
だ
。

戦
国
時
代
、
占
夢
者
や
占
夢
の
活
動
を
記
し
た
も
の
は
数
少
な
い
。
春
秋
期
に

お
け
る
占
夢
者
の
世
俗
化
の
傾
向
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が
進
ん

だ
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）
歴
代
の
世
俗
的
占
夢
家

秦
が
六
国
を
統
一
し
て
か
ら
、
周
制
に
よ
っ
て
一
度
は
占
夢
の
官
が
復
活
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。『
史
記
』
始
皇
本
紀
に
、「
始
皇
、
夢
に
海
神
と
戦
ひ
、
人
の
如

き
状
な
り
。
占
夢
に
問
ふ
に
、
博
士
曰
く
、『
水
神
は
見
る
べ
か
ら
ず
、
大
魚
蛟

龍
を
以
て
候
と
為
す
』
と
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
前
後
の
文
か
ら
、
こ
の
占
夢

は
博
士
で
、
政
府
の
役
人
で
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
本
紀
に
は
ま
た
、「
二
世
、
白

虎
の
其
の
左
の
驂
馬
を
齧
み
、
之
を
殺
す
を
夢
み
て
、
心
楽
し
ま
ず
、
怪
し
ん
で

占
夢
に
問
ふ
。
卜
し
て
曰
く
、『
涇
水
祟
り
を
為
す
』
と
」
と
あ
る
。
こ
の
占
夢

も
占
夢
の
官
だ
ろ
う
。

た
だ
、
占
夢
官
も
歴
史
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
一
度
は
浮
か
び
上
が
っ
た
も
の

の
、
す
ぐ
に
ま
た
流
れ
に
呑
み
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
漢
以
後
、
歴
代
の
官
制
に

再
び
占
夢
の
名
や
官
が
現
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
班
固
の
『
漢
書
』
芸
文
志
に

は
た
だ
、「
周
に
其
の
官
有
り
」
と
記
す
だ
け
で
、
秦
漢
に
つ
い
て
全
く
言
及
し

な
い
。『
後
漢
書
』
張
奐
伝
に
は
、
張
奐
が
武
威
太
守
だ
っ
た
時
、
妻
子
が
張
奐

の
印
綬
を
つ
け
、「
楼
に
登
り
て
歌
ふ
」
夢
を
見
て
、「
奐
之
を
占
は
し
む
」
と
い

う
記
事
が
あ
り
、『
芸
文
類
聚
』（
巻
七
九
）
に
は
「
以
て
占
夢
に
訊
ぬ
」
の
文
を

引
い
て
い
る〔

〔
〔

。『
後
漢
書
』
和
熹
鄧
皇
后
紀
に
は
、
鄧
皇
后
が
「
嘗
て
（
梯
に
登

り
て
以
て
）
天
を
捫
づ
る
を
夢
み
」、「
こ
れ
を
占
夢
に
訊
ぬ
」
と
い
う
記
事
が
あ

る
。
張
奐
や
和
熹
鄧
皇
后
が
呼
ん
だ
占
夢
は
、
ど
れ
も
占
夢
を
業
と
す
る
方
術
の

士
に
す
ぎ
な
い
。

両
漢
の
史
書
に
見
え
る
占
夢
者
の
活
動
は
、
た
い
へ
ん
ま
ば
ら
で
、
終
始
そ
の

名
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
影
響
力
も
少
な
い
。
た
だ
、
魏
晋
か
ら
隋
唐
に
至

る
ま
で
に
は
、
世
俗
的
な
占
夢
家
が
歴
史
の
舞
台
で
活
躍
を
み
せ
て
い
る
。
な
か

で
も
周
宣
と
索
紞
が
最
も
有
名
で
、『
魏
志
』
や
『
晋
書
』
に
は
独
立
し
た
伝
が

あ
る
。
以
下
、
時
代
順
に
、
史
書
に
姓
名
を
記
す
者
を
選
ん
で
考
察
し
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

（
1
）
趙
直
と
宋
寿

趙
直
は
三
国
魏
の
益
都
（
今
の
山
東
省
濰
坊
市
寿
光
市
）
の
人
で
、
生
卒
年
は
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不
詳
で
あ
る
。
そ
の
占
夢
活
動
に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
』
に
二
つ
記
事
が
あ
る
。

『
蜀
志
』
魏
延
伝
に
こ
ん
な
記
事
が
あ
る
。
諸
葛
亮
が
北
谷
口
を
出
た
時
、
魏

延
が
先
鋒
を
受
け
持
っ
た
。
兵
営
か
ら
十
（
余
）
里
の
と
こ
ろ
、
お
そ
ら
く
魏
延

が
休
憩
し
て
い
た
時
だ
ろ
う
、
か
れ
の
「
頭
上
に
角
を
生
ず
る
」
夢
を
見
て
、
占

夢
の
趙
直
を
呼
ん
だ
。
魏
延
は
蜀
の
名
将
で
、
並
外
れ
て
狂
猛
で
あ
っ
た
た
め
、

趙
直
は
面
と
向
か
っ
て
、
こ
れ
は
吉
夢
で
す
と
だ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、「
麒

麟
は
角
有
れ
ど
も
用
ひ
ず
、
此
れ
戦
は
ず
し
て
賊
の
自
ら
破
る
る
の
象
な
り
」
と

い
う
も
の
で
、こ
れ
は
一
種
の
比
類
法
で
あ
る
。「
頭
上
に
角
を
生
ず
る
」
と
は
、

麒
麟
の
象
徴
で
、
夢
中
の
麒
麟
は
魏
延
を
指
す
。
麒
麟
は
神
獣
で
、「
頭
上
に
角

有
れ
ど
も
用
ひ
ず
」
と
は
、
魏
延
は
武
将
で
あ
る
か
ら
、
敵
を
殺
す
の
に
武
術
と

武
器
が
必
要
で
あ
る
が
、そ
れ
も
「
頭
上
に
角
有
れ
ど
も
用
ひ
ず
」
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
も
と
に
さ
ら
に
推
論
す
れ
ば
、
麒
麟
は
「
角
有
れ
ど
も
用
ひ
ず
」、
百
獣

は
自
ず
か
ら
退
散
す
る
、
同
様
に
、
先
鋒
の
魏
延
も
、
戦
わ
ず
し
て
敵
は
自
滅
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
趙
直
は
人
々
に
こ
う
言
っ
た
の
だ
。

「
角
」
の
字
た
る
、「
刀
」
の
下
に
「
用
」
な
り
。
頭
上
に
刀
を
用
ふ
る
、
其

の
凶
な
る
こ
と
甚
だ
し
。

こ
こ
で
も
解
字
法
を
用
い
て
い
る
。「
角
」
字
の
上
下
の
構
造
か
ら
、
趙
直
は
魏

延
の
夢
を
説
く
。
そ
の
頭
は
刀
の
用
に
供
さ
れ
る
、
つ
ま
り
、
誰
か
に
刀
で
切
り

落
と
さ
れ
る
と
い
う
意
味
だ
と
。
こ
れ
が
ど
う
し
て
凶
夢
で
な
い
と
い
え
よ
う
。

諸
葛
亮
の
死
後
、
魏
延
は
長
史
の
楊
儀
と
権
力
を
争
い
、
後
に
果
た
し
て
馬
岱
に

首
を
は
ね
ら
れ
た
。
史
書
は
こ
の
夢
占
い
の
予
言
が
的
中
し
た
と
み
な
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

ま
た
、『
蜀
志
』
蒋
琬
伝
に
、
蒋
琬
が
夜
に
夢
の
中
で
一
頭
の
牛
の
頭
が
門
前

に
あ
り
、
流
血
夥
し
い
の
を
見
て
、
覚
め
た
後
も
気
分
が
悪
か
っ
た
と
い
う
記
事

が
あ
る
。
占
夢
家
の
趙
直
は
こ
れ
は
と
て
も
縁
起
の
い
い
夢
だ
と
し
た
。

夫
れ
血
を
見
る
は
、
事
の
分
明
な
る
な
り
。
牛
角
及
び
鼻
は
、「
公
」
字
の

象
な
り
。
君
の
位
は
必
ず
当
に
公
に
至
る
べ
し
。
大
吉
の
徴
な
り
。

「
血
を
見
る
は
、
事
の
分
明
な
る
な
り
」、
と
は
お
そ
ら
く
古
い
夢
書
の
逸
文
で

あ
ろ
う
。「
流
血
」
は
赤
と
白
と
が
鮮
明
で
、そ
こ
か
ら
「
事
の
分
明
な
る
な
り
」

と
な
る
。「
公
」
字
の
象
と
は
、こ
れ
も
解
字
法
で
あ
る
。「
公
」
字
の
上
の
「
八
」

は
、
牛
頭
の
二
本
の
角
を
表
わ
し
、
下
の
「
ム
」
は
、
篆
書
で
は
鼻
（
牛
頭
）
を

表
わ
す〔

〔
〔

。
よ
っ
て
、「
牛
角
及
び
鼻
」
と
な
る
。「
公
」
は
古
代
中
国
で
は
最
高
の

官
位
で
あ
る
か
ら
、
蒋
琬
は
「
位
は
当
に
公
に
至
る
べ
し
」
と
推
測
し
た
の
で
あ

る
。
果
た
し
て
、
ほ
ど
な
く
蒋
琬
は
什
邡
令
に
任
ぜ
ら
れ
、
諸
葛
亮
死
後
は
尚
書

令
と
な
り
、「
三
公
の
位
」
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
史
書
は
こ
の
夢
占
い
の
予
言

が
的
中
し
た
と
い
っ
て
い
る

『
益
部
耆
旧
伝
』
も
、「
桑
の
井
中
に
生
ず
」
る
何
祇
の
夢
を
記
す
が
、
趙
直
は

こ
れ
を
占
っ
て
か
く
い
う
。

桑
は
井
中
の
物
に
非
ず
。
桑
（
井
）
の
字
は
四
十
八（

〔
（

、
君
の
寿
は
恐
ら
く
は

此
れ
に
過
ぎ
ず
と〔

〔
〔

。

趙
直
が
用
い
た
の
は
諧
音
法
と
解
字
法
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。「
桑
」
と
「
喪
」

と
が
同
音
で
あ
る
か
ら
、「
桑
生
」（
桑
が
生
じ
る
）
を
「
喪
生
」（
生
を
喪
な
う
）

と
解
釈
し
た
。「
桑
の
字
は
四
十
八
」
と
は
、
ま
さ
に
「
井
の
字
は
四
十
八
」
と

す
べ
き
だ
ろ
う
。「
井
」
の
字
は
四
つ
の
「
十
」
か
ら
で
き
て
お
り
、
各
「
十
」

は
二
画
で
あ
る
か
ら
、
合
計
す
れ
ば
四
十
八
画
と
な
る
。
よ
っ
て
、「
桑
の
井
中

に
生
ず
」
る
は
、四
十
八
歳
で
「
生
を
喪
な
ふ
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
果
た
し
て
、
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何
祇
は
四
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

三
国
の
呉
に
は
も
う
一
人
、
宋
寿
と
い
う
有
名
な
占
夢
家
が
い
た
。『
呉
志
』

趙
達
伝
の
注
に
引
く
『
呉
録
』
に
、「
宋
寿
、
夢
を
占
ひ
て
、
十
に
一
も
失
せ
ず
」

と
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
具
体
的
な
資
料
が
な
い
。

（
２
）
周
宣

周
宣
、字
は
孔
和
、魏
の
楽
安
（
今
の
山
東
省
博
興
県
の
西
南
）
の
人
。『
魏
志
』

の
本
伝
に
、周
宣
が
終
生
占
夢
を
業
と
し
、臨
機
応
変
に
夢
を
解
い
て
、「
十
に
八
、

九
を
中
つ
」
と
記
す
。
一
般
庶
民
ば
か
り
か
皇
帝
や
大
臣
た
ち
も
か
れ
を
尊
崇
し

て
い
た
。

こ
ん
な
話
が
あ
る
。
魏
の
文
帝
曹
丕
は
初
め
周
宣
の
名
声
を
耳
に
し
て
も
全
く

信
用
せ
ず
、
自
ら
か
れ
を
試
し
て
や
ろ
う
と
し
た
。
周
宣
に
向
か
っ
て
、「
吾
、

殿
室
の
両
瓦
の
地
に
堕
ち
、
化
し
て
双
鴛
鴦
と
為
る
を
夢
み
る
。
此
れ
何
の
謂
ぞ

や
」
と
問
う
た
。
周
宣
が
答
え
た
、「
后
宮
に
当
に
暴

に
は
か
に
死
す
る
者
有
る
べ
し
」

と
。
か
れ
が
用
い
た
の
は
象
徴
法
で
あ
る
。「
双
鴛
鴦
」
は
青
年
男
女
の
、「
両
瓦

の
地
に
堕
ち
」
る
の
は
死
亡
の
、「
殿
室
」
は
皇
宮
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
象
徴
で
あ

る
。
し
か
し
、
文
帝
は
話
を
か
え
、「
わ
し
は
お
ま
え
を
騙
し
た
だ
け
だ
」
と
言

う
。
も
と
も
と
、
文
帝
は
わ
ざ
と
う
そ
の
夢
を
つ
く
っ
て
、
周
宣
を
わ
な
に
は
め

た
の
だ
が
、
周
宣
は
そ
う
と
は
知
ら
ず
真
剣
に
夢
解
き
を
し
た
の
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
周
宣
は
さ
す
が
に
機
智
を
も
っ
て
対
処
し
た
。
か
れ
は
文
帝
に
こ
う
言
い

返
し
た
、「
夫
れ
夢
は
意
な
る
の
み
。
苟
も
以
て
言
に
形
は
る
れ
ば
、
便
ち
吉
凶

を
占
ふ
」
と
。
夢
は
人
の
思
い
の
現
れ
、
よ
っ
て
、
そ
れ
を
口
に
す
れ
ば
、
そ
こ

に
吉
凶
の
兆
し
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
も
の
。
話
が
終
ら
ぬ
う
ち
に
、「
黄
門
令
、

宮
人
の
相
殺
す
を
奏
す
」。
周
宣
の
答
え
は
明
ら
か
に
一
種
の
詭
弁
で
、
人
の
覚

醒
時
の
思
い
と
睡
眠
中
の
思
い
と
の
区
別
を
無
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
占

い
が
的
中
し
た
の
が
偶
然
な
の
か
必
然
な
の
か
、
そ
れ
は
以
下
の
章
で
検
討
す
る

こ
と
に
し
よ
う
。

文
帝
は
ま
た
周
宣
に
こ
ん
な
こ
と
を
問
う
た
、「
我
昨
夜
、
青
気
の
地
よ
り
天

に
属
す
る
（
接
触
す
る
）
を
夢
み
」
た
が
、
ど
う
い
う
意
味
か
と
。
周
宣
は
、「
天

下
に
当
に
貴
女
子
の
冤
死
有
る
べ
し
」
と
答
え
た
。
こ
れ
は
象
徴
法
で
、「
青
気
」

（
ま
た
「
清
気
」
と
同
音
）
を
貴
女
子
の
象
徴
と
し
、「
地
よ
り
天
に
属
す
」
を

死
亡
の
象
徴
と
し
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
占
い
で
は
、
周
宣
は
そ
の
範
囲
を
「
后

宮
」
に
限
定
し
た
が
、
時
間
的
な
規
制
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
範
囲
は
天
下

に
ま
で
拡
大
し
た
が
、
時
間
的
に
は
何
の
制
限
も
な
い
。
こ
う
し
て
、
た
い
て
い

は
占
い
ど
お
り
の
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。

文
帝
が
ま
た
周
宣
に
問
う
た
、「
吾
、
銭
文
を
摩
（
磨
）
し
、
滅
せ
し
め
ん
と

欲
す
れ
ど
も
更
に
愈
々
明
ら
か
な
る
を
夢
み
」
た
が
、
ど
う
い
う
意
味
か
と
。
周

宣
は
が
っ
か
り
と
し
た
様
子
で
答
え
な
い
。
文
帝
が
ま
た
問
う
と
、
や
っ
と
口
を

開
き
、「
こ
れ
は
陛
下
の
ご
事
情
に
か
か
わ
る
も
の
、
そ
う
し
た
い
と
思
っ
て
も
、

太
后
の
許
し
を
得
ら
れ
な
い
、
そ
れ
が
『
文
、
滅
せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
（
愈
々
）

明
ら
か
な
る
の
み
』
の
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
た
。
周
宣
が
こ
こ
で
用
い

た
の
は
、
心
理
分
析
と
付
会
（
こ
じ
つ
け
）
の
方
法
で
あ
る
。
当
時
、
曹
丕
は
弟

の
曹
植
を
処
罰
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
太
后
と
の
間
に
意
見
の
く
い
違
い
が

あ
っ
た
。周
宣
が
胸
中
を
ず
ば
り
と
言
い
当
て
た
た
め
、曹
丕
は
周
宣
を
信
服
し
、

た
だ
ち
に
中
郎
に
封
じ
、
太
史
の
職
に
隷
属
さ
せ
た
。

周
宣
に
は
文
帝
の
夢
を
占
っ
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
最
も
有
名
な
話
が
あ
る
。
そ

れ
は
文
帝
が
三
度
芻
狗
の
夢
を
見
て
、
そ
れ
を
周
宣
が
占
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
文
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帝
が
あ
る
時
、
周
宣
に
問
う
た
、「
吾
昨
夜
夢
に
芻
狗
を
見
る
」
と
。
周
宣
は
、「
君

は
美
食
を
得
ん
と
欲
す
る
の
み
」
と
答
え
た
。
文
帝
は
出
か
け
る
と
、
本
当
に
豪

華
な
食
事
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
数
日
後
、
文
帝
が
ま
た
問
う
た
、「
昨
夜
復

た
夢
に
芻
狗
を
見
る
」
と
。
周
宣
は
ま
た
占
っ
て
、「
君
は
車
よ
り
堕
ち
て
脚
を

折
ら
ん
と
欲
す
。
宜
し
く
之
を
戒
め
慎
む
べ
し
」
と
言
っ
た
。
ほ
ど
な
く
、
文
帝

は
車
か
ら
落
ち
て
足
の
骨
を
折
っ
た
。
後
に
太
史
が
ま
た
問
う
た
、「
昨
夜
復
た

夢
に
芻
狗
を
見
る
」
と
。
周
宣
は
ま
た
占
っ
て
、「
君
の
家
失
火
す
。
当
に
善
く

之
を
護
る
べ
し
」
と
言
っ
た
。
す
ぐ
に
、
文
帝
の
家
に
火
事
が
起
こ
っ
た
。
も
と

も
と
、文
帝
が
見
た
芻
狗
の
夢
は
う
そ
っ
ぱ
ち
で
、周
宣
を
試
し
て
や
ろ
う
と
思
っ

た
の
だ
。
た
だ
、
納
得
が
い
か
な
い
の
は
、
な
ぜ
三
つ
の
夢
が
ど
れ
も
う
そ
な
の

に
、
三
度
と
も
的
中
し
た
の
か
だ
。
周
宣
が
言
っ
た
、「
此
れ
神
霊
の
君
を
動
か

し
て
言
は
し
む
る
が
故
に
、
真
夢
と
異
な
る
な
き
な
り
」
と
。
芻
狗
の
夢
を
三
度

占
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
は
な
ぜ
か
、
周
宣
は
次
の
よ
う
な
解
釈
を
す
る
。

芻
狗
は
、
祭
神
の
物
。
故
に
君
始
め
て
夢
み
る
は
、
当
に
余
食
を
得
べ
し
。
祭

祀
既
に
訖
れ
ば
、
則
ち
芻
狗
は
車
の
轢
く
所
と
為
る
。
故
に
中
夢
は
当
に
車
よ
り

堕
ち
て
脚
を
折
る
べ
し
。
芻
狗
既
に
車
轢
せ
ら
る
る
後
、
必
ず
載
せ
て
以
て
樵
と

為
す
。
故
に
後
夢
は
失
火
を
憂
ふ
る
な
り
。

周
宣
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
芻
狗
の
夢
は
三
度
と
も
同
じ
夢
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
象
徴
す
る
も
の
が
異
な
る
。
初
め
の
夢
が
象
徴
す
る
の
は
食
物
で
あ
り
、
次

の
夢
は
車
轢
で
あ
り
、
最
後
の
夢
は
薪
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
周
宣
の
解
釈
に
す
ぎ

な
い
。
芻
狗
の
夢
に
対
す
る
三
度
の
占
い
は
、
夢
解
き
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
理

屈
に
よ
る
推
理
と
い
う
べ
き
だ
。
従
来
、
こ
う
し
た
占
い
は
皆
無
で
あ
る
。

『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
、
当
時
、
周
宣
が
『
夢
書
』
一
部
を
撰
し
、
そ
れ
が
隋
、

唐
、
宋
、
明
へ
と
伝
わ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
占
い
の
実
例
を
見

て
分
か
る
よ
う
に
、
周
宣
は
夢
書
の
内
容
に
逐
一
従
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
る
。
そ
れ
が
お
そ
ら
く
「
十
に
八
、九
を
中
つ
」
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

（
３
）
索
紞
と
万
推

索
紞
、字
は
叔
徹
。
敦
煌
（
今
の
甘
粛
省
敦
煌
市
西
）
の
人
。
史
伝
（『
晋
書
』

巻
九
五
索
紞
伝
）
に
は
か
れ
が
、「
少
く
し
て
京
師
に
遊
び
、
業
を
太
学
に
受
け
、

経
籍
を
博
綜
し
、
遂
に
通
儒
と
為
る
」
と
記
す
。
後
に
、
国
に
乱
が
起
こ
る
と
見

る
や
、
す
ぐ
に
京
師
か
ら
郷
里
に
も
ど
っ
て
、
世
を
避
け
隠
居
し
た
。
陰
陽
や
天

文
に
通
暁
し
、術
数
や
占
侯
（
天
象
を
占
う
）
を
得
意
と
し
た
た
め
、周
り
の
人
々

は
か
れ
に
吉
凶
を
占
っ
て
も
ら
お
う
と
多
数
お
し
か
け
た
。
か
れ
は
占
侯
に
は
興

味
が
な
く
、
夢
占
い
を
し
て
も
ら
い
に
来
た
者
だ
け
は
拒
ま
な
か
っ
た
。『
十
六

国
春
秋
』
前
涼
録
に
、「
凡
そ
占
夢
す
る
所
、
中
験
せ
ざ
る
は
な
し（

〔
（

」
と
あ
る
。

孝
廉
の
令
孤
索
は
、
氷
の
上
に
立
ち
、
氷
の
下
に
い
る
人
と
話
を
す
る
夢
を
見

た
。
索
紞
は
こ
れ
を
占
っ
て
、

氷
上
は
陽
を
為
し
、
氷
下
は
陰
を
為
す
、
陰
陽
の
事
な
り
。「
士
如
し
妻
を

帰め
と

ら
ば
、
氷
の
未
だ
泮と

け
ざ
る
に
迨お
よ

べ
」
と
は
、
婚
姻
の
事
な
り
。
君
の
氷

上
に
在
り
て
氷
下
の
人
と
語
る
は
、
陽
の
陰
に
語
る
を
為
す
、
媒
介
の
事
な

り
。
君
当
に
人
の
為
に
媒
を
為
し
、
氷
泮
け
て
婚
成
る
べ
し（

〔
（

。

と
言
っ
た
。
こ
れ
も
主
に
象
徴
法
を
用
い
て
い
る
。
夢
の
中
の
氷
上
や
氷
下
は
陰

陽
の
象
徴
で
あ
る
。
陰
陽
は
男
女
の
事
を
、
男
女
の
事
は
婚
姻
の
事
を
指
す
。
索

紞
は
『
詩
経
』
邶
風
・
匏
有
苦
葉
を
引
い
て
証
拠
と
し
て
い
る
。
夢
を
見
た
本
人

は
男
女
の
仲
を
と
り
も
つ
役
を
演
じ
て
い
て
、
雪
が
解
け
氷
が
融
け
る
頃
に
婚
姻
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が
成
立
す
る
と
考
え
た
の
だ
。
令
孤
は
納
得
が
い
か
な
か
っ
た
、
こ
ん
な
年
寄
り

に
ま
だ
媒
酌
を
せ
よ
と
言
う
の
か
と
。
ち
ょ
う
ど
、
敦
煌
太
守
が
か
れ
の
息
子
と

張
氏
の
娘
と
の
婚
姻
の
媒
酌
を
令
孤
索
に
頼
ん
だ
。
仲
春
の
二
月
、
二
人
は
結
婚

し
た
。

郡
の
主
簿
の
張
宅
が
見
た
夢
。
馬
に
乗
っ
て
山
に
登
り
、
家
屋
を
三
周
ま
わ
っ

た
が
、
松
柏
が
見
え
る
だ
け
で
ど
こ
に
も
門
が
見
あ
た
ら
な
い
。

索
紞
は
こ
う
占
っ
た
と
い
う
。

馬
は
離
に
属
し
、離
は
火
を
為
す
。
火
は
、禍
な
り
。
人
の
山
に
上
る
は
、「
凶
」

字
を
為
す
。
但
だ
松
柏
を
見
る
の
み
な
る
は
、
墓
門
の
象
な
り
。
門
処
を
知

ら
ず
と
は
、
門
な
き
を
為
す
な
り
。
三
周
は
、
三
期
な
り
。
後
三
年
し
て
、

必
ず
大
禍
有
る
な
り
。

ま
ず
夢
の
中
の
「
馬
」
を
八
卦
の
「
離
」
に
転
換
す
る
。
さ
ら
に
、「
離
は
火
を

為
す
」、
あ
る
い
は
同
音
に
よ
っ
て
、「
火
は
、
禍
な
り
」
の
解
釈
を
導
く
。
ま
た
、

解
字
法
に
よ
っ
て
、「
人
の
山
に
上
る
は
、『
凶
』
字
を
為
す
」
と
説
き
、
夢
中
の

松
柏
を
墓
門（
死
亡
）の
象
徴
と
す
る
。「
門
処
を
知
ら
ず
」は
直
解
に
よ
っ
て「
門

な
し
」
と
、
三
周
は
三
年
を
表
わ
す
と
解
く
。
そ
し
て
最
後
に
、「
三
年
し
て
、

必
ず
大
禍
有
る
な
り
」
と
判
断
を
下
し
た
。
三
年
後
、
そ
の
こ
と
ば
ど
お
り
、
張

宅
は
謀
反
を
起
こ
し
た
か
ど
に
よ
り
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

一
族
の
索
充
は
目
の
前
に
二
つ
の
棺
桶
が
落
ち
る
夢
を
見
た
。
索
紞
が
占
っ
て

言
う
に
は
、

棺
は
、〔
官
〕
職
な
り（

〔
（

。
当
に
京
師
の
貴
人
の
君
を
挙
ぐ
る
有
る
べ
し
。
二

官
（
棺
）
な
る
は
、
頻
り
に
再
遷
す
。

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
晋
代
の
俗
語
に
、「
将
に
官
を
得
ん
と
し
て
棺
を
夢
む（

（
（

」

と
あ
る
。『
夢
書
』
に
、「
夢
に
棺
木
を
見
れ
ば
官
を
得
ん
。
吉
な
り
」
と
あ
る〔

（
〔

。

「
棺
」
は
「
官
」
と
同
音
で
あ
る
。
棺
桶
が
上
か
ら
落
ち
る
こ
と
か
ら
、
都
の
貴

人
が
推
薦
す
る
と
い
う
意
味
を
導
く
。「
二
棺
」
と
は
、
一
棺
（
官
）
の
後
に
ま

た
一
棺
（
官
）、
す
な
わ
ち
、「
頻
り
に
再
遷
す
」
る
と
解
い
た
。
た
ち
ま
ち
、
司

徒
王
戎
が
索
充
を
推
薦
す
る
書
簡
を
敦
煌
太
守
に
出
し
、
初
め
功
曹
と
な
り
、
後

に
ま
た
孝
廉
に
推
挙
さ
れ
た
。

一
人
の
俘
虜
が
上
着
を
脱
い
で
訪
ね
て
く
る
夢
を
見
た
者
が
い
た
。
索
紞
に
よ

れ
ば
、「
虜
」
の
字
の
上
を
取
り
去
っ
た
な
ら
、
下
に
は
「
男
」
の
字
が
残
る
。

俘
虜
は
夷
狄
の
人
で
あ
る
か
ら
、
陰
に
属
す
る
。
陰
は
、
人
で
い
え
ば
女
に
な

る
。
結
局
、あ
な
た
の
妻
は
き
っ
と
男
子
を
産
む
だ
ろ
う
と
解
い
た
。
あ
る
人（
宋

桷
）
の
夢
に
は
、（
家
の
中
に
）
赤
い
衣
服
を
身
に
着
け
た
人
が
現
れ
、
自
分
は

二
本
の
杖
を
持
っ
て
そ
の
人
を
打
ち
つ
け
て
い
た
。
索
紞
は
、「『
内
』
の
字
の
中

に
『
人
』
が
い
る
の
は
『
肉
』
の
字
で
す
。
そ
の
人
が
着
て
い
た
赤
い
服
は
肉
の

色
で
す
。
二
本
の
杖
は
箸
を
表
わ
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
肉
を
食
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
ま
た
あ
る
人
（
張
邈
）
が
、
使
命
を
帯
び
て
出
か

け
た
時
、狼
に
片
脚
を
食
べ
ら
れ
る
夢
を
見
た
。
索
紞
は
、「『
脚
』
の
字
の
『
肉
』

（
月
）
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
ら（

（
（

、
残
る
の
は
『
却
』
の
字
だ
。
あ
な
た
は
お
そ
ら

く
行
く
の
を
や
め
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
等
等
。

前
の
三
例
は
、
索
紞
が
そ
の
該
博
な
知
識
を
活
用
し
、
遠
ま
わ
し
な
言
い
方
で

こ
じ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
後
の
三
例
は
、
主
に
「
解
字
」
法
に
よ
る
夢
解
釈
で
あ

る
。
夢
の
内
容
と
そ
こ
に
隠
さ
れ
た
意
味
と
の
間
に
、
し
ば
し
ば
複
雑
な
関
係
が

存
在
す
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
占
夢
家
の
占
い
が
的
中
す
る

の
は
、
そ
の
技
術
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
夢
の
原
理
や
心
理
を
分
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析
す
る
の
に
長
け
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
再
び
読
者
に

注
意
を
促
し
た
い
。
史
伝
の
記
載
が
あ
ま
り
に
も
あ
や
ふ
や
で
、
信
用
で
き
な
い

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。
以
下
の
章
で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
集
中
的
に
分
析
す

る
。索

紞
の
ほ
か
、『
晋
書
』（
巻
七
八
）
丁
潭
伝
附
張
茂
伝
に
は
、
占
夢
家
の
万
推

の
記
事
が
あ
り
、
当
時
の
影
響
力
の
さ
ま
が
窺
え
る
。
張
茂
が
若
い
頃
、
大
き
な

象
を
夢
に
見
た
。
す
る
と
万
推
は
、「
あ
な
た
は
き
っ
と
大
き
な
郡
の
長
官
に
な

ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、最
後
ま
で
無
事
に
す
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い（

（1
（

」と
占
っ
た
。

張
茂
が
そ
の
わ
け
を
た
ず
ね
る
と
、
万
推
は
、

象
は
、
大
獣
な
り
。
獣
は
、
守
な
り
。
故
に
当
に
大
郡
を
得
べ
き
を
知
る
。

然
れ
ど
も
象
は
歯
を
以
て
焚
か
れ
、
人
の
害
す
る
所
と
為
る
。

と
解
い
た
。
万
推
の
方
法
は
周
宣
や
索
紞
と
似
て
い
る
が
、
声
望
は
か
れ
ら
に
遠

く
及
ば
な
い
。

（
４
）
楊
元
慎

楊
元
慎
は
、
北
魏
の
孝
明
帝
の
時
の
人
で
あ
る
。
以
前
、
洛
陽
に
住
ん
だ
こ
と

が
あ
っ
た
。
楊
衒
之
『
洛
陽
伽
藍
記
』（
巻
二
）
に
よ
れ
ば
、
楊
元
慎
は
「
水
を

楽
し
み
山
を
愛
し
、
好
ん
で
林
沢
に
遊
び
」、「
老
荘
を
読
み
、
善
く
玄
理
を
言
」

い
、「
意
思
は
深
長
に
し
て
、
夢
を
解
く
を
善
く
す
」
る
人
で
あ
っ
た
。

孝
昌
（
公
元
五
二
五
～
五
二
七
年
）
年
間
に
、
広
陵
王
淵
が
儀
同
三
司
と
し
て

十
万
の
兵
を
統
べ
、
葛
栄
を
征
討
し
よ
う
と
し
た
時
、「
夜
、
袞
衣
を
着
け
槐
に

依
り
て
立
つ
を
夢
み
」、
自
分
で
こ
れ
を
吉
祥
と
思
い
、
元
慎
に
た
ず
ね
た
。
元

慎
は
、「
当
に
三
公
を
得
べ
し
」
と
答
え
た
が
、
後
で
別
の
人
に
、「
死
後
に
三
公

を
得
べ
し
」
と
告
げ
た
。
袞
衣
は
古
代
の
皇
帝
や
王
公
が
着
け
る
衣
服
で
あ
る
。

そ
れ
で
、「
袞
衣
を
着
く
る
を
夢
む
」
と
は
、
三
公
の
象
を
い
う
。
た
だ
、「
槐
」

の
字
は
木
偏
に
「
鬼
」
な
の
で
、「
死
後
に
三
公
を
得
」
る
こ
と
に
な
る
。
果
た

し
て
、
王
淵
は
後
に
葛
栄
に
殺
さ
れ
、
死
後
に
司
徒
を
追
贈
さ
れ
た
。

陽
城
太
守
の
薛
令
伯
が
、「
射
し
て
雁
を
得
る
を
夢
み
」、
元
慎
に
た
ず
ね
た
。

元
慎
は
、「
卿
は
羔
を
執
り
、大
夫
は
雁
を
執
る
。君
は
当
に
大
夫
の
職
を
得
べ
し
」

と
占
っ
た
。
た
ち
ま
ち
、
薛
令
伯
は
諫
議
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

京
兆
の
許
超
が
あ
る
時
、「
羊
を
盗
ん
で
獄
に
入
る
を
夢
み
」
た
。
元
慎
は
、「
当

に
陽
城
令
と
為
る
べ
し
」
と
占
っ
た
。
そ
れ
は
、「
盗
」
と
「
到
」、「
羊
」
と
「
陽
」

と
が
そ
れ
ぞ
れ
同
音
、「
獄
」
は
古
代
に
は
「
圜
土
」
と
い
い
、
城
郭
の
象
を
も

つ
こ
と
に
よ
る
。
結
局
、
許
超
は
「
陽
」
の
名
が
つ
く
都
市
の
長
官
に
な
る
だ
ろ

う
と
解
い
た
。後
に
そ
の
こ
と
ば
ど
お
り
、功
績
を
あ
げ
て「
陽
城
侯
」に
な
っ
た
。

「
令
」
と
「
侯
」
と
異
な
っ
て
い
る
が
、官
職
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

『
洛
陽
伽
藍
記
』（
巻
二
）
に
、「
元
慎
夢
を
解
く
に
、
義
は
万
途
を
出
で
、
随

意
に
情
を
会さ

と

つ
て
、
皆
神
験
有
り
」、
時
人
は
「
之
を
周
宣
に
譬
へ
」
た
と
い
う
。

（
５
）
張
猷
と
黄
幡
綽

隋
唐
時
代
、
占
夢
家
は
正
史
の
中
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
た
だ
、
野
史
、

雑
記
、
筆
記
、
小
説
な
ど
に
そ
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。
張
猷
と
黄
幡
綽
と
は
、

唐
代
前
期
の
プ
ロ
の
占
夢
家
で
あ
る
。

『
太
平
広
記
』
に
こ
ん
な
記
事
が
あ
る
。
唐
の
武
周
の
時
に
、
右
丞
相
の
盧
蔵

用
と
中
書
令
の
崔
湜
が
嶺
南
に
流
さ
れ
た
。
荊
州
に
着
い
た
時
、
そ
の
夜
、
崔
湜

が
夢
を
見
た
。
講
座
の
席
で
仏
法
の
解
説
を
聞
き
、
自
分
の
姿
を
鏡
に
映
す
と
い

う
も
の
。
崔
湜
は
一
体
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
と
思
い
、
占
夢
家
の
張
猷
に
た

ず
ね
た
。
崔
湜
に
向
っ
て
張
猷
は
何
と
言
っ
て
い
い
か
分
か
ら
ず
、
適
当
に
ご
ま
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か
し
て
い
た
。
し
か
し
、
盧
蔵
用
に
は
ひ
そ
か
に
こ
う
言
っ
た
、
崔
公
に
は
た
い

そ
う
よ
く
な
い
こ
と
が
起
る
で
し
ょ
う
と
。
張
猷
の
解
釈
は
以
下
の
と
お
り
。

坐
下
に
講
を
聴
く
を
夢
み
る
は
、法
の
上
よ
り
来
れ
る
な
り
。「
鏡
」字
は「
金
」

旁
に
「
竟
」
な
り
。
其
れ
今
日
に
「
竟き

は

」
ま
ら
ん
か〔

（
〔

。

こ
れ
は
、
類
比
法
、
解
字
法
、
諧
音
法
を
兼
用
し
た
も
の
で
あ
る
。「
法
の
上

よ
り
来
る
」
は
類
比
、
法
令
が
上
か
ら
下
る
こ
と
を
指
す
。「
金
旁
に
竟
な
り
」

は
解
字
、
そ
し
て
、
再
び
「
金
」
と
「
今
」
と
を
同
音
と
し
、「
今
竟
」
つ
ま
り
、

今
終
わ
る
の
意
と
解
く
。た
ち
ま
ち
、御
史
が
朝
廷
の
命
令
を
帯
び
て
荊
州
に
や
っ

て
来
た
。
沙
汰
を
聞
い
た
崔
湜
は
自
殺
し
た
。

『
次
柳
氏
旧
聞
録
』に
こ
ん
な
記
事
が
あ
る
。
安
禄
山
が
叛
乱
を
起
こ
し
た
時
、

占
夢
家
の
黄
幡
綽
は
叛
乱
軍
の
中
に
い
た
。
あ
る
日
安
禄
山
が
、
夜
に
「
衣
袖
長

く
し
て
階
下
に
至
る
」
と
い
う
夢
を
見
た
が
ど
ん
な
夢
か
解
い
て
ほ
し
い
と
言
っ

て
き
た
。
黄
幡
綽
は
、「
当
に
垂
衣
し
て
治
む
べ
し
」、
安
禄
山
が
皇
帝
と
な
る
だ

ろ
う
と
解
い
た
。
ほ
ど
な
く
、
安
禄
山
が
「
殿
中
の
槅
子
の
倒
ず
る
」
夢
を
見
た

と
言
っ
て
き
た
。
黄
幡
綽
は
ま
た
占
い
、「
故
を
革
め
新
し
き
に
従
ふ
」、
安
禄
山

が
政
権
を
奪
い
新
王
朝
を
建
て
る
と
解
い
た
。
安
禄
山
は
こ
れ
に
か
こ
つ
け
て
人

心
を
惑
わ
し
世
論
を
興
し
た
。
後
に
安
禄
山
の
叛
乱
は
失
敗
に
終
り
、
唐
の
玄
宗

は
蜀
か
ら
都
に
還
り
黄
幡
綽
を
な
じ
っ
た
が
、
黄
幡
綽
の
答
え
が
ふ
る
っ
て
い

た
。「（
臣
昔
）
圓
夢
し
て
、
必
ず
其
の
可
な
ら
ざ
る
を
知
る
」
と
い
う
も
の
。
玄

宗
が
、「
何
を
以
て
之
を
知
る
か
」
と
問
う
と
、
黄
幡
綽
は
「
衣
袖
の
長
き
を
夢

み
る
は
、是
れ
手
を
出
さ
ん
と
し
て
得
ざ
る
な
り
。槅
子
の
倒
ず
る
を
夢
み
る
は
、

是
れ
胡
ぞ
得
ざ
ら
ん
や
な
り
」
と
答
え
た
。
如
才
の
な
い
機
転
を
利
か
せ
た
返
答

に
玄
宗
は
感
心
し
、
結
局
、
黄
幡
綽
を
赦
し
た
の
だ
っ
た
。

（
６
）
韓
泉
と
楊
子
菫

中
唐
以
後
、『
酉
陽
雑
俎
』（
前
集
巻
八
）
に
は
比
較
的
影
響
力
の
あ
る
ア
マ
チ
ュ

ア
の
占
夢
家
が
現
れ
る
。
韓
泉
、
梅
伯
成
、
楊
子
菫
、
王
生
な
ど
で
あ
る
が
、
か

れ
ら
に
関
す
る
記
載
は
い
た
っ
て
簡
略
で
あ
る
。

韓
泉
は
秘
書
郎
の
官
に
あ
り
、
学
識
に
富
ん
で
い
た
。
当
時
、
衛
中
行
は
中
書

舎
人
で
あ
っ
た
。韓
泉
に
は
旧
知
の
子
弟
が
い
て
、官
吏
銓
衡
試
験
に
赴
い
た
時
、

衛
中
行
に
力
添
え
を
頼
ん
だ
が
、
衛
中
行
は
こ
れ
を
快
諾
し
た
。
合
格
発
表
の
前

の
夜
、
そ
の
子
弟
は
こ
ん
な
夢
を
見
た
。
驢
馬
に
乗
っ
て
溝
に
落
ち
、
岸
に
上
っ

た
が
、靴
が
少
し
も
濡
れ
て
い
な
い
と
い
う
も
の
。韓
泉
は
冗
談
半
分
に
言
っ
た
、

「
試
験
は
う
ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
」
と
。「
夢
に
拠
れ
ば
、
衛
生
相
負
き
、
足

下
沾
は
ず
」。
こ
こ
に
は
、
類
比
法
と
象
徴
法
と
が
兼
用
さ
れ
て
い
る
。
驢
馬
は

も
と
も
と
そ
の
子
弟
の
乗
り
物
な
の
で
、「
衛
星
」
と
称
し
、
そ
れ
が
今
転
ん
で

人
を
落
と
し
た
か
ら
、「
相
負
く
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
衛
中
行
は
約

束
を
反
故
に
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
靴
は
足
の
下
に
あ
る
、

「
足
下
」
は
あ
な
た
だ
。「
足
下
沾
は
ず
」
は
即
ち
「
足
下
占
せ
ず
」、
合
格
発
表

の
掲
示
板
に
あ
な
た
の
名
前
は
な
い
と
い
う
意
味
だ
。
果
た
し
て
、
そ
の
と
お
り

に
な
っ
た
。

梅
伯
成
は
威
遠
軍
の
小
将
で
、
夢
占
い
が
得
意
で
あ
っ
た
。
李
伯
憐
と
い
う
俳

優
が
、涇
州
に
公
演
に
来
て
、そ
の
地
で
百
斛
の
米
が
報
酬
と
し
て
与
え
ら
れ
た
。

戻
っ
て
か
ら
弟
に
取
り
に
行
か
せ
た
が
、
期
日
を
過
ぎ
て
も
戻
っ
て
来
な
い
。
李

伯
令
は
夢
を
見
た
。
白
馬
を
洗
う
夢
で
あ
る
。
吉
夢
か
凶
夢
か
分
か
ら
ず
、
梅
伯

成
に
た
ず
ね
る
と
、
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凡
そ
人
は
反
（
俗
）
語
を
好
む
。「
白
馬
を
洗
ふ
」（
者
）
は
、
百
米
を
瀉
ぐ

な
り
。
君
の
憂
ふ
る
所
、
或
は
風
水
の
虞
れ
な
ら
ん
か
。

と
答
え
た
。「
反
語
」
は
お
そ
ら
く
「
俗
語
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
洗
」
と
「
瀉
」

と
は
古
音
が
似
て
い
て
同
音
。「
白
米
」
は
俗
に
「
白
馬
」
と
称
す
る
か
ら
、「
白

馬
を
洗
ふ
」
は
つ
ま
り
「
白
米
を
瀉
ぐ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
果
た
し
て
、
船

は
渭
水
に
転
覆
し
、
白
米
は
全
部
水
中
に
没
し
て
し
ま
っ
た〔

（1
〔

。

楊
子
菫
の
官
は
補
闕
で
あ
っ
た
。
あ
る
人
は
戸
の
前
に
松
が
生
え
る
夢
を
、
ま

た
あ
る
人
は
屋
根
の
上
に
棘
が
生
え
る
夢
を
見
た
。
楊
子
菫
が
こ
の
夢
を
解
い

た
。「
松
は
、
丘
壟
の
間
に
植
う
る
所
の
も
の
。
松
の
戸
前
に
生
ず
る
は
、
墓
塚

の
象
た
り
。『
棘
』
字
は
『
來
』
を
重
ぬ
。『
來
』
を
重
ぬ
る
は
魄
を
呼
ぶ
の
象
な

り
」
と
。
二
つ
の
夢
は
み
な
死
を
象
徴
す
る
も
の
で
、
二
人
と
も
ほ
ど
な
く
亡
く

な
っ
た
。

江
淮
の
間
に
一
人
の
読
書
人
が
い
た
。
王
生
と
呼
ば
れ
た
が
、
そ
の
名
は
分
か

ら
な
い
。
街
頭
に
看
板
を
出
し
夢
解
き
を
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
貧
乏
に
苦
し
ん

だ
末
、
夢
占
い
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
商
人
の
張
瞻
が
外

で
奔
走
し
て
家
に
帰
る
直
前
に
、「
臼
中
に
炊
ぐ
」
夢
を
見
た
。「
臼
中
に
炊
ぐ
」

と
は
、
米
を
つ
く
石
臼
で
飯
を
た
く
こ
と
。
王
生
に
夢
を
占
っ
て
も
ら
う
と
、
王

生
は
言
っ
た
。

君
帰
り
て
妻
を
見
ず
。
臼
中
に
炊
ぐ
は
、
固
よ
り
釜
無
き
な
り
。

臼
の
中
で
飯
を
た
く
の
は
鍋
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
鍋
が
な
い
こ
と
を
、
昔

の
人
は
釜
が
無
い
と
い
っ
た
。「
釜
」
と
「
婦
」
と
は
同
音
で
あ
る
か
ら
、「
釜
無

し
」
は
「
婦
無
し
」、
つ
ま
り
、「
帰
り
て
妻
を
見
ず
」
で
あ
る
。

以
上
の
四
人
と
そ
の
記
事
は
皆
『
酉
陽
雑
俎
』
巻
八
に
あ
る
。『
酉
陽
雑
俎
』

は
有
名
な
民
俗
学
関
係
の
著
作
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
載
録
さ
れ
て
い
る
夢
占
い

の
話
は
意
外
に
も
広
く
伝
わ
っ
て
い
る
。

（
７
）
楊
廷
式

楊
廷
式
、
字
は
憲
臣
。
五
代
、
泉
州
の
人
。
官
は
呉
の
侍
御
史
に
至
る
。『
十

国
春
秋
』
の
本
伝
に
、「
廷
式
、雅
よ
り
占
夢
を
善
く
す
と
あ
り
、や
は
り
ア
マ
チ
ュ

ア
の
占
夢
家
で
あ
る
。

県
令
の
毛
貞
輔
が
、「
選
に
応
じ
て
広
陵
に
之
く
」
と
、
夜
に
「
日
を
呑
む
」

夢
を
見
た
。
目
が
覚
め
る
と
、
腹
が
熱
い
気
が
し
た
が
、
吉
夢
か
凶
夢
か
分
か
ら

ず
、
楊
廷
式
に
た
ず
ね
る
と
、
こ
う
占
っ
た
。

此
の
夢
は
甚
だ
大
な
り
、
君
の
能
く
当
た
る
所
に
非
ず
。
も
し
君
を
以
て
言

は
ば
、
当
に
赤
烏
場
の
官
を
為
す
べ
し
。

「
日
」
は
占
夢
で
は
帝
王
の
象
で
あ
る
か
ら
、「
此
の
夢
は
甚
だ
大
な
り
」
と
言
っ

た
の
だ
。
楊
廷
式
は
毛
貞
輔
に
は
帝
王
に
な
る
器
量
が
な
い
、
も
し
本
当
に
そ
ん

な
夢
を
見
た
の
な
ら
、
赤
烏
場
の
役
人
に
な
る
だ
ろ
う
と
解
い
た
。
赤
烏
は
も
と

太
陽
中
に
住
む
神
鳥
の
三
足
烏
を
指
し
、
詩
や
詞
に
よ
く
日
の
代
わ
り
に
用
い

る
。
赤
烏
場
は
赤
烏
を
描
い
た
旗
を
掛
け
た
検
閲
部
隊
の
広
場
を
い
う
。
こ
の
占

い
は
毛
氏
が
「
日
を
呑
む
」
夢
と
う
ま
く
対
応
し
て
い
る
の
で
、
人
々
は
楊
廷
式

を
「
雅
よ
り
善
く
す
」
と
た
た
え
た
の
で
あ
る
。

五
代
以
後
、
書
籍
の
中
に
占
夢
家
の
事
跡
を
み
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
南

宋
の
洪
邁
は
『
容
齋
随
筆
』（
続
筆
巻
十
五
）
で
占
夢
を
論
じ
、
そ
こ
で
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
る
。

占
夢
の
術
は
、「
魏
晋
の
方
技
、
猶
ほ
時
時
に
或
は
之
有
れ
ど
も
、
今
人
は

復
た
意
を
此
の
卜
に
留
め
ず
。
市
井
妄
術
の
、在
る
所
は
林
の
如
し
と
雖
も
、
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亦
一
箇
の
占
夢
を
以
て
自
ら
名
と
す
る
者
無
し
。
其
の
学
殆
ど
絶
え
た
り
」。

三
　
占
夢
の
方
法

占
夢
の
不
思
議
な
点
と
し
て
、
一
つ
は
、
夢
を
見
た
本
人
が
夢
占
い
の
本
質
を

理
解
せ
ず
、
神
霊
や
鬼
神
が
暗
々
裏
に
自
分
を
支
配
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
こ

と
、
も
う
一
つ
は
、
夢
を
見
た
者
が
占
夢
者
の
方
術
に
無
知
で
、
神
に
通
じ
る
こ

と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
夢
の
本
質
に
関
す
る
中
国
古

代
の
哲
学
家
や
科
学
者
た
ち
の
多
く
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
下
編
に
お
い
て
集
中

的
に
論
じ
る
。
占
夢
家
た
ち
は
、
占
夢
の
術
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
ら
し
く
お
お

げ
さ
に
し
た
り
秘
密
に
し
た
り
し
て
、
公
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
断
片
的
に

残
さ
れ
た
夢
書
に
も
明
確
な
記
載
は
な
く
、
今
に
至
る
ま
で
、
誰
も
分
析
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
我
々
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
中
国
古
代
の
占
夢
法
に
は

歴
史
的
な
変
遷
の
過
程
が
あ
り
、
占
夢
家
が
そ
の
手
法
を
い
く
ら
秘
密
に
し
て

も
、そ
の
内
在
的
論
理
は
推
し
測
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、誰
も「
直
解
」、

「
転
釈
」、「
反
説
」
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
占
夢
家
の
占
い
が
「
的
中
す

る
」
こ
と
に
つ
い
て
、
か
れ
ら
が
こ
じ
つ
け
の
方
法
に
習
熟
し
て
い
る
こ
と
を
暴

き
出
す
と
と
も
に
、
占
夢
家
が
夢
を
見
た
者
の
心
理
を
分
析
し
た
り
、
夢
の
内
容

を
も
と
に
理
屈
で
解
釈
し
た
り
す
る
こ
と
に
も
注
意
を
は
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
占
夢
家
の
奥
義
に
通
じ
、
占
夢
の
際
に
は
た
ら
く
心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解

明
す
れ
ば
、
占
夢
の
方
法
に
関
す
る
秘
密
が
明
る
み
に
出
る
だ
ろ
う
。

（
一
）
占
夢
の
方
法
の
歴
史
的
変
遷

占
夢
と
は
、
す
な
わ
ち
夢
を
も
と
に
吉
凶
を
判
断
す
る
一
種
の
迷
信
で
あ
る
。

占
夢
の
法
と
は
、
夢
に
も
と
づ
い
て
具
体
的
に
人
事
の
吉
凶
を
占
う
方
法
を
い

う
。
占
夢
を
信
じ
る
人
た
ち
は
い
つ
も
、
夢
は
神
霊
に
よ
る
啓
示
で
あ
る
と
か
、

鬼
神
の
は
た
ら
き
に
よ
る
も
の
だ
と
か
言
う
。
だ
か
ら
、
占
夢
の
際
に
も
き
ま
っ

た
方
術
を
用
い
て
、
夢
の
中
か
ら
神
霊
や
鬼
神
が
予
告
す
る
内
容
を
読
み
取
ろ
う

と
す
る
の
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、占
夢
は
ま
た
一
つ
の
社
会
現
象
で
も
あ
る
。

時
代
が
異
な
れ
ば
、
社
会
的
な
文
化
水
準
も
異
な
り
、
ま
た
、
宗
教
な
ど
の
影
響

も
あ
っ
て
、
占
夢
の
方
法
は
時
代
ご
と
に
変
遷
を
繰
り
返
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
殷
代
の
占
夢
の
方
法

後
進
の
民
族
の
風
俗
習
慣
か
ら
推
測
す
る
に
、
原
始
人
が
始
め
て
行
な
っ
た
夢

占
い
は
、
き
っ
と
ず
い
ぶ
ん
簡
単
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
夢
を
一
種
の
予
兆
と
見

な
し
、そ
れ
に
も
と
づ
い
て
吉
凶
を
判
断
す
る
。夢
が
人
事
の
予
兆
と
な
る
の
は
、

か
れ
ら
に
代
々
伝
わ
る
固
定
観
念
に
よ
る
。
そ
の
源
を
遡
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民

族
の
生
活
経
験
や
宗
教
上
の
観
念
、
特
に
長
期
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
民
族
特

有
の
考
え
方
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
同
じ
夢
で
も
、
民
族
が
異
な
れ
ば
予
兆
も
異
な

る
。
強
調
し
た
い
の
は
こ
の
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
の
夢
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
変
わ
っ
た
夢
が
あ
る
。
も
し
、
固
定

観
念
を
無
形
の
辞
典
に
喩
え
た
な
ら
、
そ
の
辞
典
の
項
目
が
少
な
す
ぎ
る
た
め

に
、
多
く
の
夢
に
つ
い
て
の
解
釈
を
そ
の
辞
典
の
中
か
ら
見
つ
け
出
せ
な
い
こ
と

が
往
々
に
し
て
起
こ
る
だ
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
夢
を
占
う
た
め
に
、
原
始
的
な
占
夢

法
は
改
良
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
べ
て
改
良
さ
れ
な
い
う
ち
は
、
他
の
占
い
の
方

法
を
借
り
て
夢
占
い
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
殷
代
に
二
種
類
の
占
夢
法
が
あ
る
の

も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
一
つ
は
、
夢
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
占
う
や
り
方
。
殷
の
高

宗
が
傅
説
を
夢
に
見
た
記
事
は
、
夢
中
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
傅
説
を
探
し
た
こ
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と
を
示
す
例
で
あ
る
。
ま
た
、も
う
一
つ
は
、亀
卜
を
借
り
て
夢
を
占
う
や
り
方
。

こ
れ
は
卜
辞
に
そ
の
記
載
が
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
方
法
の
ど
ち
ら
が
主
で
ど
ち
ら
が
従
か
、
現
時
点
で
は
判
定
不

可
能
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
殷
代
に
お
い
て
も
、
民
間
に
流
行
し
て
い
た
の
は

原
始
的
な
占
夢
法
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明
瞭
で
比
較
的
簡
単
な
夢
は
皆
、
お
そ

ら
く
殷
王
も
夢
を
分
析
し
て
占
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
夢
の
示
す
意
味
が
分
か
ら
な

け
れ
ば
、
亀
卜
に
よ
っ
て
判
断
す
る
し
か
な
い
。
こ
の
方
法
の
特
徴
は
、
夢
の
内

容
に
関
係
な
く
亀
甲
の
ひ
び
わ
れ
模
様
を
見
る
だ
け
で
判
断
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。以
上
の
こ
と
か
ら
、亀
卜
は
夢
占
い
に
と
っ
て
の
最
終
的
判
断
と
い
え
よ
う
。

（
２
）『
周
礼
』
の
「
三
夢
の
法
」

『
周
礼
』
に
よ
れ
ば
、
太
卜
は
「
三
兆
の
法
」、「
三
易
の
法
」、「
三
夢
の
法
」

を
兼
ね
掌
る
。
亀
卜
、
占
筮
、
占
夢
は
、
ど
れ
も
周
代
に
国
家
の
吉
凶
を
知
る
た

め
に
行
な
わ
れ
た
占
い
の
方
法
で
あ
る
。
占
い
の
機
能
か
ら
い
え
ば
、
亀
卜
や
占

筮
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
占
う
。
そ
れ
で
周
代
で
は
夢
を
占
う
の
に
亀
卜
や
占
筮

の
助
け
を
借
り
る
の
で
あ
ろ
う
。
亀
卜
に
よ
る
占
夢
に
つ
い
て
は
、
周
代
の
卜
辞

を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。現
在
の
と
こ
ろ
、周
代
の
甲
骨
卜
辞
の
出
土
は
少
な
く
、

そ
の
例
も
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
殷
代
の
文
化
の
周
代
へ
の
影
響
か
ら
推
測

す
れ
ば
、
そ
う
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
占
筮
よ
る
占
夢
は
、『
周
易
』
の

繇
辞
に
そ
の
一
端
が
見
ら
れ
る
。
履
の
卦
に
、「
虎
の
尾
を
履
む
も
人
を
咥く

ら

は
ず
。

亨と
ほ

る
」
と
あ
る
の
は
、
虎
の
尾
を
踏
ん
で
も
虎
に
か
み
つ
か
れ
な
い
の
意
で
、
こ

れ
は
夢
の
内
容
に
よ
っ
て
卦
の
意
味
を
解
く
方
法
で
あ
る
。
剥
の
卦
に
、「
初
六
。

牀
を
剥
す
る
に
足
を
以
て
す
。
貞
を
蔑

ほ
ろ
ぼ
す
。
凶
な
り
」、「
六
二
。
牀
を
剥
す
る
に

弁
を
以
て
す
。
貞
を
蔑
す
。
凶
な
り
」
と
あ
る
。
二
つ
の
「
蔑
」
は
、「
夢
」
の

字
に
読
む
べ
き
だ
ろ
う
。
蔑
と
夢
と
は
、
上
古
に
お
い
て
通
用
す
る
。「
蔑
貞
」

は
即
ち
「
夢
占
」
で
あ
る（
（（
（

。
前
の
例
の
よ
う
に
、
寝
台
の
枕
元
が
落
ち
る
夢
を
見

た
ら
凶
で
、
後
の
例
の
よ
う
に
、
寝
台
の
、
向
き
が
変
わ
る
夢
を
見
た
ら
凶
で
あ

る
。「
牀
を
剥
す
る
に
足
を
以
て
す
」
と
「
牀
を
剥
す
る
に
弁
を
以
て
す
」
と
は

み
な
夢
の
内
容
で
あ
る
。
た
だ
、「
三
夢
の
法
」
は
、「
三
兆
の
法
」
や
「
三
易
の

法
」
と
並
ん
で
、
殷
代
よ
り
も
一
歩
進
ん
だ
占
夢
の
方
法
で
あ
る
。

『
周
礼
』（
春
官
・
大
卜
）
の
「
三
夢
の
法
」
は
、「
一
に
曰
く
致
夢
、
二
に
曰

く
觭
夢
、
三
に
曰
く
咸
陟
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
意
味
は
、
後
漢
の
鄭

玄
が
注
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
。
鄭
玄
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、「
致

夢
は
夢
の
至
る
所
を
言
ひ
、
夏
后
氏
の
と
き
作
る
。
觭
は
、
応
に
読
ん
で
「
掎
」

に
為
る
べ
く
、
掎
も
亦
得
な
り
、
亦
夢
の
得
た
る
所
を
言
ひ
、
殷
人
作
る
。
咸
は
、

皆
な
り
。
陟
の
言
、得
な
り
…
…
夢
の
皆
得
た
る
を
言
ひ
、周
人
作
る
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、「
三
夢
の
法
」
が
夏
殷
周
の
占
夢
の
方
法
を
指
す
こ
と
が
分
か

る
が
、
こ
れ
ら
の
方
法
は
鄭
玄
の
解
釈
に
す
ぎ
ず
、
具
体
的
に
ど
う
異
な
っ
て
い

る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

漢
代
の
儒
学
者
の
杜
子
春
が
「
三
夢
の
法
」
に
つ
い
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
鄭

玄
は
た
だ
杜
が
「
觭
は
、
応
に
読
ん
で
『
奇
偉
の
奇
』
に
為
る
べ
し
」
と
言
う
だ

け
で
、ほ
か
は
分
か
ら
な
い
。唐
の
賈
公
彦
も
ほ
ぼ
鄭
玄
の
注
を
踏
襲
し
て
い
る
。

し
か
し
、
宋
代
の
『
周
礼
』
注
は
、
漢
儒
の
解
釈
に
対
し
て
異
を
唱
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
王
昭
禹
『
周
礼
詳
解
』
に
、

一
に
曰
く
致
夢
と
は
、
致
と
は
、
使
す
る
所
有
り
て
至
る
な
り
。
蓋
し
道
は

則
ち
致
す
べ
か
ら
ず
、
命
は
則
ち
之
を
致
す
な
く
、
致
さ
ば
則
ち
思
慮
の
間

よ
り
出
づ
る
の
み
。
故
に
致
夢
と
は
、自
ら
至
る
に
出
づ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
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二
に
曰
く
觭
夢
と
は
、
角
は
一
倚
一
仰
、
觭
人
の
昼
に
事
為
の
間
に
俯
仰
す

る
を
為
し
、
夜
は
則
ち
感
じ
て
夢
を
成
し
、
思
慮
に
出
で
て
至
る
に
非
ず
と

雖
も
、
亦
因
る
所
有
る
な
り
。
三
に
曰
く
咸
陟
と
は
、
心
を
以
て
物
を
咸
せ

し
む
る
を
感
と
為
し
、
無
心
も
て
物
を
感
ぜ
し
む
る
を
咸
と
為
し
、
咸
な
れ

ば
則
ち
虚
を
以
て
物
を
受
け
、
時
に
因
り
理
に
乗
じ
、
偏
係
す
る
所
無
し
。

陟
の
言
た
る
、
升
な
り
。
升
す
れ
ば
則
ち
拘
滞
す
る
所
な
し
。
則
ち
其
の
夢

は
思
慮
に
出
づ
る
に
非
ず
、
事
に
因
る
に
非
ず
、
一
に
自
然
に
出
づ
る
を
為

す
の
み
。
之
を
咸
陟
と
謂
ふ
は
、
義
蓋
し
此
く
の
如
し
。

と
い
う
。
そ
の
後
、
宋
の
朱
申
『
周
礼
句
解
』、
清
の
方
苞
『
周
礼
集
注
』、
李
光

坡
『
周
礼
述
注
』
な
ど
が
続
出
し
て
い
る
。

王
昭
禹
な
ど
の
「
三
夢
の
法
」
に
お
け
る
三
つ
の
夢
の
原
因
を
め
ぐ
る
解
釈
は

原
文
の
主
旨
を
逸
脱
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
鄭
玄
の
そ
れ
は
そ
の

詳
細
は
不
明
だ
が
、
主
旨
は
正
確
で
あ
る
。『
周
礼
』
の
「
三
兆
の
法
」
は
亀
甲

を
穿
ち
兆
を
取
る
方
法
、「
三
易
の
法
」
は
筮
竹
を
数
え
て
卦
を
得
る
方
法
、「
三

夢
の
法
」
も
い
か
に
夢
を
致
し
夢
を
得
る
か
（
夢
を
占
う
か
）
と
い
う
方
法
で
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
文
化
人
類
学
の
研
究
資
料
に
よ
れ
ば
、
北
ア
メ
リ
カ
原
住
の
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
、
ア
フ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
原
始
民
族
に
も
こ
う
し
た
風
俗

が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
戦
争
、
播
種
、
収
穫
な
ど
の
大
事
な
活
動
に
際
し
て
、
部

落
の
酋
長
や
シ
ャ
ー
マ
ン
が
き
ま
っ
た
手
順
に
沿
い
、
き
ま
っ
た
場
所
で
眠
っ
て

夢
を
見
て
神
の
啓
示
を
求
め
る
。
そ
う
し
て
は
じ
め
て
、
戦
う
べ
き
か
否
か
、
い

つ
収
穫
し
、
い
つ
種
を
ま
く
べ
き
か
を
決
め
る
の
で
あ
る
。
周
代
に
夢
を
占
っ
て

「
国
家
の
吉
凶
を
観
る
」
と
い
う
の
も
、
重
大
な
意
義
が
あ
る
。
い
つ
で
も
ど
ん

な
夢
を
見
て
も
、
そ
の
夢
を
解
け
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
き
ま
っ
た
手

順
や
き
ま
り
が
あ
る
の
だ
。
鄭
玄
は
「
三
夢
の
法
」
を
夏
殷
周
そ
れ
ぞ
れ
の
時
の

も
の
と
区
別
す
る
が
、
ど
ん
な
根
拠
が
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
こ
に

多
く
の
古
い
習
俗
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
信
じ
て
よ
い
。

も
し
、「
三
夢
の
法
」
が
夢
を
得
る
方
法
だ
と
す
れ
ば
、
で
は
夢
を
見
た
後
に

ど
う
や
っ
て
吉
凶
を
判
断
す
る
の
か
。
亀
卜
な
ら
ば
、
ま
ず
亀
の
兆
を
得
て
、
そ

の
後
に
兆
の
文
様
の
方
向
や
色
か
ら
吉
凶
を
判
断
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
兆
の
文

様
に
は
あ
ら
か
じ
め
分
類
が
さ
れ
て
い
て
、
ど
れ
が
吉
で
ど
れ
が
凶
か
が
決
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
。
占
筮
も
、
ま
ず
卦
の
象
を
得
て
、
そ
の
後
に
卦
の
象
の
構
造
や

図
式
に
よ
っ
て
吉
凶
を
判
断
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
卦
の
象
に
は
あ
ら
か
じ
め
分

類
が
さ
れ
て
い
て
、
ど
れ
が
吉
で
ど
れ
が
凶
か
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
理
屈

か
ら
す
れ
ば
、
占
夢
も
同
様
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
は
あ
ま
り

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。『
周
礼
』（
春
官
・
大
卜
）
は
「
三
夢
の
法
」
に
つ
い
て

論
じ
た
後
、「
其
の
経
運
は
十
、
其
の
別
は
九
十
」
と
説
く
。
こ
の
二
句
は
夢
の

分
類
と
吉
凶
と
に
言
及
す
る
も
の
だ
が
、
記
述
が
簡
略
す
ぎ
る
た
め
に
、
歴
代
の

注
釈
家
の
意
見
が
大
き
く
く
い
違
っ
て
い
る
。

鄭
玄
は
、

「
運
」
は
或
は
「
葮
」
に
為
る
。
是
れ
視
蛄
の
掌
る
所
の
十
煇
な
り
。
王
者

は
天
に
於
て
は
日
な
り
。
夜
夢
み
る
こ
と
有
ら
ば
、
則
ち
昼
に
日
旁
の
気
を

視
て
、
以
て
其
の
吉
凶
を
占
ふ
。
凡
そ
占
ふ
所
の
者
十
煇
、
煇
毎
に
九
変
す
。

此
の
術
今
は
亡
し
。

と
注
す
る
。
こ
れ
は
全
く
憶
測
に
よ
る
解
釈
で
あ
る
。
後
文
（
占
夢
の
条
）
に
「
日

月
星
辰
を
以
て
六
夢
の
吉
凶
を
占
う
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
煇
」
を
「
運
」
と

解
釈
し
、
太
陽
に
関
す
る
天
象
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、『
周
礼
』
に
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は
「
視
蛄
」
の
官
が
あ
り
、
視
蛄
は
「
十
煇
の
法
」
を
掌
り
、「
妖
祥
を
観
て
、

吉
凶
を
定
め
」
る
が
、
占
夢
と
は
関
係
が
な
い
。
視
蛄
の
職
能
は
、「
安
宅
の
叙

降
を
掌
る
」、
即
ち
住
宅
の
吉
凶
を
観
察
し
て
、
災
い
を
払
い
避
け
る
と
い
う
も

の
だ
。

元
の
毛
応
龍『
周
官
集
伝
』は
鄭
鍔
の
解
釈
を
引
く
。
鄭
鍔
は
鄭
玄
注
に
対
し
、

は
っ
き
り
と
否
定
す
る
。

「
其
の
経
運
十
」、占
夢
の
正
法
に
十
有
る
な
り
。
一
運
に
し
て
九
変
す
れ
ば
、

十
運
し
て
九
十
変
す
。
故
に
「
経
運
十
、其
の
別
九
十
」
な
り
。
十
運
と
は
、

夢
の
運
変
な
り
。
精
神
の
運
き
、
心
術
の
動
き
、
然
る
後
に
夢
に
見
は
る
。

「
十
運
と
は
、
夢
の
運
変
な
り
」
は
、
筋
が
と
お
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ま
だ
言
い

尽
く
さ
れ
て
は
い
な
い
。『
周
礼
』
を
仔
細
に
見
れ
ば
、
要
す
る
に
、『
周
礼
』（
春

官
・
大
卜
）
の
「
三
兆
の
法
」
は
「
其
の
経
兆
の
体
は
皆
百
二
十
有
り
、
其
の
頌

は
皆
千
有
二
百
」、「
三
易
の
法
」
は
「
其
の
経
卦
は
皆
八
、
其
の
別
は
皆
六
十
有

四
」
で
、
あ
き
ら
か
に
亀
卜
と
占
筮
と
は
大
小
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、

「
三
夢
の
法
」
の
「
其
の
経
運
十
、
其
の
別
九
十
」
も
、
夢
象
や
夢
兆
に
大
小
の

分
類
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
易
の
大
分
類
は
八
卦
で
あ
る
。
八
卦
を
重
ね
る
こ
と

で
六
十
四
卦
と
い
う
小
分
類
が
生
れ
る
。長
沙
の
馬
王
堆
か
ら
出
土
し
た
帛
書『
易

経
』
は
、
も
と
の
卦
を
「
経
」、
重
ね
た
卦
を
「
別
」
と
い
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
、

夢
の
大
小
の
分
類
、
経
と
別
と
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。『
周
礼
』
の
後
の
文
に
、

占
夢
の
官
が
「
六
夢
の
吉
凶
を
占
ふ
」
と
あ
る
。「
六
夢
」
は
夢
象
や
夢
兆
の
大

分
類
で
あ
る
。
も
し
、
こ
う
し
た
推
理
が
可
能
な
ら
ば
、「
其
の
経
運
十
」
は
「
其

の
経
運
六
」
と
す
べ
き
で
、
前
者
は
誤
伝
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
、「
其
の

経
運
六
」
な
ら
、「
其
の
別
九
十
」
も
ま
た
「
其
の
別
六
十
」（
一
運
十
変
）
か
「
其

の
別
五
十
四
」（
一
運
九
変
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
太

卜
の
掌
る
「
三
夢
」
の
法
は
占
夢
の
官
が
占
う
「
六
夢
」
と
矛
盾
し
、
全
く
結
び

つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

（
３
）「
日
月
星
辰
を
以
て
夢
を
占
う
」

記
述
の
よ
う
に
、
殷
の
卜
辞
に
よ
れ
ば
、
殷
王
は
亀
卜
を
夢
占
い
の
重
要
な
方

法
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。『
周
礼
』（
春
官
・
占
夢
）
に
よ
れ
ば
、
周

王
は
占
星
術
を
夢
占
い
の
重
要
な
方
法
と
見
て
い
た
。
こ
れ
は
夢
占
い
に
お
け
る

重
要
な
変
化
で
あ
る
。『
周
礼
』
に
規
定
さ
れ
る
占
夢
官
の
職
能
は
、
次
の
よ
う

に
き
わ
め
て
明
確
に
説
明
さ
れ
る
。

占
夢
は
其
の
歳
時
を
掌
り
、
天
地
の
会
を
観
、
陰
陽
の
気
を
弁
じ
、
日
月
星

辰
を
以
て
六
夢
の
吉
凶
を
占
う
。

「
其
の
歳
時
を
掌
る
」
と
は
、
占
夢
官
が
天
象
の
官
を
兼
ね
る
こ
と
を
い
う
の
で

は
な
い
。
占
夢
官
は
「
民
の
為
に
時
を
授
く
」
こ
と
に
は
全
く
関
わ
り
が
な
い
。

か
れ
が
受
け
持
つ
の
は
、
周
王
が
夢
を
見
る
時
間
だ
け
だ
。
そ
の
時
間
と
は
、
ま

ず
年
で
あ
り
、
そ
の
次
は
四
時
で
あ
り
、
あ
と
は
月
日
時
で
あ
る
。
占
夢
が
こ
れ

ら
時
間
の
「
参
数
（
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
）」
を
掌
る
の
は
何
を
す
る
た
め
か
。

一
つ
は
、「
天
地
の
会
を
観
る
」
こ
と
で
あ
る
。
天
は
、
天
上
の
星
座
、
具
体

的
に
は
十
二
星
宿
を
指
す
。
地
は
、
地
上
の
境
域
、
具
体
的
に
は
周
の
天
子
や
諸

侯
の
国
の
「
分
野
」
を
指
す
。「
天
地
の
会
」
は
、
実
際
に
は
「
天
人
の
際
」
で

あ
る
。
中
国
は
古
代
か
ら
歳
星
に
よ
っ
て
年
を
記
し
て
い
た
。
歳
星
は
木
星
で
あ

る
。
木
星
は
天
上
を
運
行
す
る
の
に
、
約
十
二
年
を
周
期
と
す
る
。
木
星
の
運
行

を
観
察
す
る
た
め
に
、
古
代
の
天
文
家
は
天
を
め
ぐ
る
黄
道
を
十
二
等
分
し
、
こ

れ
を
「
十
二
星
宿
」
と
よ
ん
だ
。
歳
星
で
あ
る
木
星
は
毎
年
天
上
の
あ
る
星
宿
に
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位
置
し
、
地
上
の
あ
る
国
の
分
野
に
対
応
し
て
い
る
。『
国
語
』
周
語
に
伶
州
鳩

を
引
き
、「
昔
武
王
殷
を
伐
ち
、
歳
は
鶉
火
に
在
り
」、
ま
た
、「
歳
の
在
る
所
は
、

則
ち
我
が
有
周
の
分
野
な
り
」と
い
う
。こ
れ
は
武
王
が
殷
の
紂
王
を
討
っ
た
時
、

歳
星
は
ち
ょ
う
ど
鶉
火
の
星
宿
に
あ
り
、
地
上
で
は
周
の
分
野
に
当
た
っ
て
い
た

こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
太
陽
と
月
と
は
天
上
を
運
行
す
る
が
、
両

者
は
速
度
が
違
う
た
め
に
、
毎
月
一
度
一
直
線
に
並
ぶ
現
象
が
お
こ
る
。
古
代
で

は
こ
れ
を
「
日
月
相
会
す
」
と
よ
ん
だ
。
日
月
が
相
会
す
る
に
は
、
当
然
日
時
が

き
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
位
置
も
月
が
通
過
す
る
十
二
星
宿
に
し
た
が
い
、
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
の
星
宿
も
同
じ
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
分
野
に
対
応
し
て
い
た
。
よ
っ

て
、「
天
地
の
会
を
観
る
」
と
は
、
周
王
の
夢
見
の
時
間
に
も
と
づ
い
て
、
地
上

の
あ
る
国
の
出
来
事
を
占
う
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

二
つ
め
は
、「
陰
陽
の
気
を
弁
ず
る
」
と
い
う
も
の
。
一
年
に
は
四
つ
の
季
節

と
十
二
の
月
が
あ
る
。
一
日
に
は
昼
と
夜
が
そ
れ
ぞ
れ
十
二
時
間
あ
る
。
陰
陽
の

二
気
の
上
昇
と
下
降
は
、
占
星
術
者
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
吉
凶
を
示
し
た
り
、
災

難
の
前
兆
か
瑞
祥
で
あ
る
と
い
う
。春
の
三
か
月
間
は
、陽
気
は
た
え
ず
上
昇
し
、

陰
気
は
そ
れ
に
応
じ
て
下
降
す
る
。秋
の
三
か
月
間
は
、陽
気
が
た
え
ず
下
降
し
、

陰
気
は
そ
れ
に
応
じ
て
上
昇
す
る
。
夏
の
三
か
月
間
は
、
陽
気
が
陰
気
よ
り
も
盛

ん
で
、
冬
の
三
か
月
間
は
陰
気
が
陽
気
よ
り
も
盛
ん
で
あ
る
。
夏
至
は
陽
気
が
最

も
盛
ん
で
、
冬
至
は
陰
気
が
最
も
盛
ん
、
春
分
と
秋
分
は
陰
陽
が
バ
ラ
ン
ス
を
た

も
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
陰
陽
の
消
長
は
、
も
と
も
と
自
然
現
象
で
あ
る
の
に
、

占
星
術
者
は
五
行
の
「
王
相
死
休
囚
」
に
こ
じ
つ
け
る
。
そ
の
説
に
よ
れ
ば
、
春

は
「
木
王
、
火
相
、
土
死
、
水
休
、
金
囚
」、
夏
は
「
火
王
、
土
相
、
金
死
、
木

休
、
水
囚
」、
秋
は
「
金
王
、
水
相
、
木
死
、
土
休
、
火
囚
」、
冬
は
「
水
王
、
木

相
、
火
死
、
金
休
、
土
囚
」
で
あ
る（

（1
（

。
一
日
の
昼
夜
に
も
陰
陽
の
消
長
が
あ
り
、

十
二
時
も
五
行
と
呼
応
し
て
い
る
。
占
夢
官
は
お
そ
ら
く
周
王
の
夢
に
関
係
の
あ

る
国
や
吉
凶
に
つ
い
て
占
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
周
礼
訂
義
』（
巻
四
二
）
に
李
嘉
会

の
「
其
の
夢
の
『
陰
陽
の
歳
時
に
協
ふ
者
は
吉
、
陰
陽
の
歳
時
に
背
く
者
は
凶
な

り
』」
と
い
う
語
を
引
く
。

三
つ
め
は
、「
日
月
星
辰
を
以
て
六
夢
の
吉
凶
を
占
ふ
」で
あ
る
。「
天
地
の
会
」

と
「
陰
陽
の
消
長
」
と
は
、
占
夢
の
根
拠
と
な
る
も
の
だ
が
、
直
接
見
る
こ
と
は

で
き
ず
、
日
月
星
辰
の
運
行
の
変
化
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
日
月
は
太
陽
と
月
で

あ
り
、
星
辰
は
五
大
惑
星
と
二
十
八
宿
で
あ
る
。
太
陽
は
陽
で
、
天
上
に
お
け
る

王
者
の
象
徴
で
あ
る
。
鄭
玄
は
、「
王
者
の
天
に
于
け
る
、
日
な
り
」
と
い
う
。

月
は
陰
で
、
天
上
に
お
け
る
后
妃
や
大
臣
の
象
徴
で
あ
る
。『
漢
書
』（
巻
七
五
）

李
尋
伝
に
、「
月
は
、
衆
陰
の
長
、（
中
略
）
后
妃
、
大
臣
、
諸
侯
の
象
な
り
」
と

あ
る
。
中
国
古
代
の
天
体
観
測
に
よ
れ
ば
、
太
陽
や
月
に
は
、
薄
（
日
月
に
光
が

な
い
）、
食
（
日
食
や
月
食
）、
暈
（
日
月
の
周
囲
に
光
気
が
か
か
る
）、
謫
（
日

食
や
月
食
の
直
前
に
か
か
る
黒
い
影
）、
珥
（
コ
ロ
ナ
）、
蜺
（
虹
）
な
ど
の
変
異

が
あ
り
、
五
大
惑
星
や
他
の
星
辰
に
は
合
（
と
も
に
同
じ
星
宿
を
運
行
す
る
）、

散
（
妖
星
に
変
化
す
る
）、
犯
（
二
つ
の
星
の
光
芒
が
触
れ
合
う
）、
陵
（
星
が
重

な
り
過
ぎ
る
）、斗（
二
つ
の
星
が
ぶ
つ
か
り
合
う
）、彗
、孛
な
ど
の
変
異
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
変
異
は
、
み
な
国
家
の
吉
凶
と
関
係
が
あ
る
。
占
星
術
を
用
い
て
占
夢

を
す
る
に
は
、
主
に
周
王
が
夢
を
見
た
時
に
、
日
月
星
辰
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
変

異
の
有
無
や
変
異
の
内
容
に
よ
っ
て
、
未
来
の
出
来
事
や
吉
凶
を
予
め
判
断
し
、

そ
の
後
で
夢
の
予
兆
や
吉
凶
を
判
断
す
る
の
で
あ
る
。
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（
４
）
史
墨
と
衛
平
の
占
い

中
国
古
代
の
占
星
術
に
つ
い
て
、
そ
の
多
く
は
今
で
は
あ
ま
り
よ
く
分
か
ら
な

い
。
占
星
術
に
よ
っ
て
ど
う
や
っ
て
夢
を
占
う
の
か
、
具
体
的
に
細
部
に
つ
い
て

究
明
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、『
左
伝
』
や
『
史
記
』
に

は
占
い
に
関
す
る
二
つ
の
例
が
記
録
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
あ
ら
ま
し
を
知

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

十
二
月
辛
亥
朔
、
日
に
之
を
食
す
る
有
り
。
是
の
夜
や
、
趙
簡
子
、
童
子
の

臝
し
て
轉
じ
て
以
て
歌
ふ
を
夢
む
。
旦
に
諸
れ
を
史
の
墨
に
占
は
し
む
る
に

曰
く
、「
吾
が
夢
は
是
く
の
如
し
。
今
に
し
て
日
食
す
る
は
何
ぞ
や
」
と
。

對
へ
て
曰
く
、「
六
年
し
て
此
の
月
に
及
べ
ば
、
呉
其
れ
郢
に
入
ら
ん
。
終

に
亦
克
た
ざ
ら
ん
。
郢
に
入
る
は
必
ず
庚
辰
を
以
て
す
。
日
月
、
辰
尾
に
在

り
。
庚
午
の
日
、
日
始
め
て
謫
有
り
。
火
は
金
に
勝
つ
、
故
に
克
た
ず
」
と
。

（
昭
公
三
十
一
年
）

十
二
月
辛
亥
の
日
は
初
一
で
あ
る
。
中
国
古
代
の
夏
暦
で
は
、
毎
月
一
日
の
旦

を
「
朔
」
と
い
う
の
で
、「
朔
、
日
に
之
を
食
す
る
有
り
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
下
の
文
よ
り
、
日
食
の
時
間
は
日
の
出
の
時
分
で
、
趙
簡
子
が
夢
を
見
た
時
間

は
夜
半
で
あ
る
。
当
時
の
暦
法
で
は
、
夜
半
の
子
の
時
か
ら
旦
が
は
じ
ま
る
。
そ

れ
で
、
朝
の
日
食
は
趙
簡
子
が
夢
を
見
た
の
と
同
じ
日
の
出
来
事
で
、
こ
れ
ら
を

関
連
さ
せ
て
質
問
し
た
の
で
あ
る
。

夢
の
内
容
は
、
一
人
の
こ
ど
も
が
裸
で
踊
り
な
が
ら
歌
う
と
い
う
も
の
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
に
日
食
が
あ
っ
た
の
で
、
な
に
か
災
い
が
起
こ
る
の
で
は
と
心
配
し

て
、
朝
起
き
る
と
史
墨
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。

史
墨
の
答
え
は
こ
う
で
あ
る
。
六
年
後
の
こ
の
月
に
お
そ
ら
く
呉
が
楚
の
都
に

侵
入
し
、
負
け
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
郢
の
都
に
侵
入
す
る
の
は
き
っ
と
庚
辰
の
日

だ
ろ
う
と
。
そ
の
日
、
太
陽
と
月
は
ま
さ
に
東
方
の
蒼
龍
の
七
宿
の
尾
宿
の
あ
た

り
を
運
行
す
る
。
日
食
は
庚
午
の
日
か
ら
兆
し
が
あ
る
。
五
行
で
い
う
「
火
は
金

に
勝
つ
」
で
あ
り
、
よ
っ
て
呉
は
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
の
我
々
か
ら
す
れ

ば
、
史
墨
の
結
論
は
あ
ま
り
に
も
唐
突
で
独
断
に
す
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

た
だ
、
史
墨
は
当
時
の
占
星
術
に
も
と
づ
い
て
い
て
、
こ
れ
は
こ
れ
で
屁
理
屈
が

と
お
っ
て
い
る
。

晋
の
杜
預
の
注
に
、

午
は
、
南
方
、
楚
の
位
な
り
。
午
は
火
、
庚
は
金
な
り
。
日
は
庚
午
を
以
て

変
有
り
、
故
に
災
は
楚
に
在
り
。
楚
の
仇
敵
は
唯
呉
の
み
。
故
に
知
る
、
郢

に
入
る
は
必
ず
呉
な
る
を
。
火
は
金
に
勝
つ
と
は
、
金
は
火
の
妃
を
為
す
。

食
は
辛
亥
に
在
り
。
亥
は
水
な
り
。
水
の
数
は
六
、
故
に
六
年
な
り
。

と
あ
る
。
杜
預
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
史
墨
は
ま
ず
日
食
が
起
こ
っ
た
の
が
辛
亥
の

日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
変
異
の
は
じ
ま
り
が
庚
午
の
日
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し

た
。
庚
午
の
日
を
推
定
し
た
後
、
干
支
を
五
方
に
当
て
は
め
、「
午
」
を
南
方
と

し
た
が
、
そ
れ
は
楚
の
位
置
を
指
す
こ
と
か
ら
、
日
食
は
楚
に
大
き
な
災
い
が
起

こ
る
前
兆
で
あ
っ
た
。
楚
の
仇
敵
は
呉
し
か
い
な
い
。
だ
か
ら
、
呉
は
楚
に
侵
入

す
る
だ
ろ
う
。
郢
の
都
に
侵
入
す
る
と
答
え
た
の
は
、
お
そ
ら
く
日
食
が
太
陽
の

中
央
ま
で
進
ん
だ
た
め
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
再
び
午
を
五
行
に
当
て
は
め
、
庚
は
金

に
属
し
、
午
は
火
に
属
す
か
ら
、
両
者
の
相
克
に
よ
り
、
金
は
火
を
畏
れ
、
よ
っ

て
「
火
は
金
に
勝
つ
」。
ま
た
、「
金
は
火
の
妃
を
為
す
」
か
ら
、「
夫
妻
相
得
て

強
く
、
是
れ
楚
の
強
盛
な
る
兆
」
で
、
楚
は
滅
び
る
こ
と
は
な
い
。
六
年
後
に
呉

が
郢
に
侵
入
す
る
と
い
う
の
も
、
日
食
の
起
こ
る
辛
亥
を
五
行
に
当
て
は
め
た
こ
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と
に
よ
る
。
亥
は
水
に
属
し
、
水
の
数
は
六
、
よ
っ
て
六
年
と
な
る
。
庚
辰
の
日

と
確
定
し
た
の
は
、
そ
の
日
に
太
陽
と
月
の
端
が
重
な
り
、
日
食
が
は
じ
ま
る
か

ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
い
く
つ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
例
え
ば
、
辛

亥
に
日
食
が
起
こ
る
こ
と
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
庚
午
に
変
異
が
は
じ
ま
る
と
推
定

し
た
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
杜
預
な
ど
歴
代
の
注
釈
は
何
も
言
及
し
て
い
な

い
。た
だ
、そ
の
注
釈
を
と
お
し
て
、史
墨
の
占
い
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

杜
預
の
注
、「
史
墨
は
夢
の
日
食
の
応
に
非
ざ
る
を
知
り
、
故
に
日
食
の
咎
を

釈
く
も
、
其
の
夢
を
釈
か
ず
」
に
は
史
墨
の
占
い
の
概
略
が
示
さ
れ
て
い
る
。
杜

預
が
提
示
し
た
情
況
は
事
実
で
あ
る
に
は
ち
が
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
判
断
は
ま

ち
が
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
占
星
術
を
用
い
て
夢
を
占
う
と
い
う
の
は
、
夢
の

内
容
を
具
体
的
に
分
析
す
る
よ
り
も
、
星
の
状
態
が
示
す
吉
凶
に
よ
っ
て
夢
の
吉

凶
を
判
断
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
所
謂
、「
日
月
星

辰
を
以
て
夢
を
占
ふ
」
な
の
で
あ
る
。

唐
の
賈
公
彦
の
疏
に
、
漢
の
服
虔
の
こ
と
ば
を
引
い
て
、
杜
預
の
注
を
補
っ
て

い
る〔

（（
〔

。
例
え
ば
、
昭
公
三
十
一
年
は
「
歳
は
析
木
に
在
り
」、
後
六
年
は
「
歳
は

大
梁
に
在
り
」、
其
の
十
一
月
は
「
日
は
星
紀
に
在
り
」、
ま
さ
に
呉
の
分
野
に
当

た
る
。「
六
年
後
の
此
の
月
、
呉
は
郢
に
入
る
」
に
つ
い
て
、
後
六
年
は
閏
月
な

の
で
、
十
二
月
で
は
な
く
十
一
月
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、「
日
月
の
辰
尾
に
在

る
は
亡
臣
を
為
す
」
と
は
、
当
時
、
覇
主
の
晋
は
楚
と
同
盟
を
結
ん
で
い
た
が
、

趙
簡
は
執
政
官
で
、そ
れ
で
趙
簡
子
の
夢
に
現
れ
た
の
だ
。楚
の
先
祖
は
顓
頊
で
、

顓
頊
の
子
は
老
童
で
あ
る
、
よ
っ
て
、「
童
子
は
楚
の
象
を
為
し
」、「
転
じ
て
以

て
歌
ふ
は
、
楚
の
走の

が

れ
哭
す
る
を
象
す
」
と
説
く
。
こ
れ
も
夢
の
分
析
で
、「
日

月
星
辰
を
以
て
夢
を
占
ふ
」
と
は
関
係
が
な
い
。

『
史
記
』（
巻
一
二
八
）
亀
策
列
伝
に
こ
ん
な
記
事
が
あ
る
。
宋
の
元
王
二
年
、

神
亀
が
元
王
の
夢
に
現
れ
助
け
を
求
め
た
。
元
王
は
博
士
の
衛
平
を
召
し
て
占
わ

せ
た
。
元
王
の
夢
と
衛
平
の
夢
解
き
は
以
下
の
と
お
り
。

元
王
之
に
問
う
て
曰
く
、「
今
寡
人
、
夢
に
一
丈
夫
を
見
る
。
頸
を
延
ば
し

て
長
頭
、
玄
繍
の
衣
を
衣き

て
輜
車
に
乗
り
、
来
た
り
て
夢
に
寡
人
に
見
は
れ

て
曰
く
、『
我
、
江
の
為
に
河
に
使
し
て
、
幕
網
吾
路
に
当
た
る
。
泉
陽
の

豫
且
我
を
得
て
、
我
去
る
能
は
ず
。
身
患
中
に
在
り
、
告
げ
語
る
べ
き
な
し
。

王
に
徳
義
有
り
、
故
に
来
り
告
げ
訴
ふ
』
と
。
是
れ
何
物
な
る
や
」
と
。
衛

平
乃
ち
式
を
援
き
て
起
き
、
天
を
仰
い
で
月
の
光
を
視
、
斗
の
指
す
所
を
観
、

日
の
郷む

か

ふ
処
を
定
む
。
規
矩
を
輔
と
為
し
、
副
す
る
に
権
衡
を
以
て
す
。
四

維
已
に
定
ま
り
、
八
卦
相
望
む
。
其
の
吉
凶
を
視
る
に
、
介
虫
先
見
す
。
乃

ち
元
王
に
対
へ
て
曰
く
、「
今
昔
壬
子
、
宿
は
牽
牛
に
在
り
。
河
水
大
い
に

会
し
、
鬼
神
相
謀
る
。
漢
は
正
に
南
北
に
あ
り
、
江
河
期
を
固
く
す
。
南
風

新
た
に
至
り
、
江
使
先
づ
来
た
る
。
白
雲
漢
を
壅
ぎ
、
万
物
尽
く
留
ま
る
。

斗
柄
日
を
指
し
、
使
者
当
に
囚
は
る
べ
し
。
玄
服
し
て
輜
車
に
乗
る
、
其
の

名
を
亀
と
為
す
。
王
急
ぎ
人
を
し
て
問
う
て
之
を
求
め
し
め
よ
」
と
。

こ
の
夢
は
明
ら
か
に
虚
構
で
あ
る
が
興
味
深
い
の
は
衛
平
が
占
星
術
に
よ
っ
て

夢
を
占
っ
た
手
順
で
あ
る
。「
式
」
は
「
栻
」
と
同
じ
で
、
占
星
術
に
用
い
る
木

製
の
計
器
で
あ
る
。
そ
の
形
は
「
上
は
円
に
し
て
天
を
象
り
、
下
は
方
に
し
て
地

に
法

の
っ
と

る
。
之
を
用
ふ
れ
ば
則
ち
天
網
（
星
図
）
を
転
じ
て
地
の
辰
を
加
ふ（

（1
（

」
こ
れ

が
、「
天
地
の
会
を
観
る
」
で
あ
る
。「
月
の
光
を
視
る
」
と
は
、
月
の
形
を
見
て

変
化
の
有
無
や
そ
の
よ
う
す
を
見
る
こ
と
を
い
う
。
夜
半
に
は
、
北
斗
星
が
指
す

方
角
に
よ
っ
て
太
陽
の
天
上
の
位
置
が
き
ま
る
。
そ
の
上
で
規
矩
を
用
い
て
星
宿
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が
排
列
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ス
や
度
数
に
つ
い
て
計
測
す
る
、
そ
れ
が
「
日
月
を
定

め
、衡
度
を
分
つ
」
で
あ
る
。「
式
」
の
上
方
は
、星
に
よ
っ
て
東
西
南
北
を
き
め
、

下
方
は
八
卦
図
が
こ
れ
に
対
応
す
る
。
す
べ
て
占
い
は
、
ま
ず
星
を
占
い
、
そ
れ

か
ら
夢
を
占
う
と
い
う
手
順
を
ふ
む
の
で
あ
る
。

初
め
に
、
夢
を
見
た
時
が
壬
子
の
日
で
あ
る
こ
と
、
宋
国
の
星
宿
が
牽
牛
星
の

位
置
に
相
当
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
天
上
の
銀
河
が
ま
さ
に
南
北
に

か
か
り
、
地
上
の
江
河
が
増
水
期
に
当
た
る
の
は
、
正
し
く
鬼
神
が
集
ま
る
徴
候

で
あ
る
。
南
風
が
ち
ょ
う
ど
吹
い
た
の
は
、
大
江
の
使
者
が
宋
の
地
に
や
っ
て
来

た
こ
と
を
示
し
、
天
上
の
白
雲
が
銀
河
の
方
に
集
ま
っ
て
く
る
の
は
、
使
者
が
行

く
道
を
さ
え
ぎ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。「
斗
柄
日
を
指
す
」
と
は
、
使
者
が
き
っ

と
災
難
に
遇
う
こ
と
を
い
い
、
黒
い
服
を
着
て
蓋
い
の
あ
る
車
に
乗
っ
て
い
る
の

は
、
亀
の
色
と
甲
羅
の
形
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
元
王
の
夢
に
現

れ
た
の
は
神
亀
に
ち
が
い
な
い
。
衛
平
の
占
い
の
仕
方
は
史
墨
よ
り
も
ず
っ
と
分

か
り
や
す
い
。
最
後
の
夢
の
分
析
で
も
、
占
星
術
か
ら
夢
占
い
へ
と
自
然
に
移
行

し
て
い
る
。

以
上
の
二
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
方
術
に
は
憶
測
や
こ
じ
つ
け
が

多
く
、
歴
史
的
に
淘
汰
さ
れ
て
い
く
の
は
自
然
な
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

歴
史
的
現
象
の
一
つ
と
し
て
、
そ
こ
に
当
時
の
人
々
の
思
想
や
観
念
を
窺
う
こ
と

は
で
き
る
。
宗
教
史
学
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
二
例
は
こ
う
し
た
方
術
が
既
に
歴

史
か
ら
姿
を
消
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
歴
史
的
価
値
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
こ
そ

鄭
玄
が
言
う
、
今
日
の
我
々
が
こ
れ
に
よ
っ
て
「
其
の
遺
象
を
観
る
」
で
あ
る
。

（
５
）
占
夢
、
亀
卜
、
占
筮
の
組
合
せ
に
よ
る
占
い

「
日
月
星
辰
を
以
て
夢
を
占
ふ
」
と
は
、
占
星
術
を
占
夢
の
手
段
の
一
つ
と
す

る
こ
と
を
い
う
。
同
様
に
、
占
夢
、
亀
卜
、
占
筮
の
間
に
は
、
密
接
な
関
係
が
あ

る
。
既
述
の
よ
う
に
、
太
卜
は
「
三
兆
」、「
三
易
」、「
三
夢
」
の
法
を
兼
ね
掌
る
。

こ
の
三
つ
の
占
い
は
、
周
の
時
代
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
孤
立
し
た
り
分
離
し
た
り
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

『
尚
書
』
洪
範
に
は
、
武
王
に
治
国
の
法
を
た
ず
ね
ら
れ
た
箕
子
の
答
え
が
伝

わ
る
が
、
そ
こ
に
亀
卜
と
占
筮
の
結
果
が
一
致
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
す
る
記
事

が
見
え
る
。
王
の
こ
と
ば
に
関
し
て
、「
亀
従
ひ
、
筮
従
ひ
」、
両
者
が
一
致
す
れ

ば
吉
、「
亀
従
ひ
、
筮
逆そ

む

き
」、
あ
る
い
は
「
亀
逆
き
、
筮
従
ふ
」
時
に
は
、
吉
凶

の
判
断
は
難
し
く
な
っ
て
く
る
。
亀
卜
と
占
筮
を
組
合
わ
せ
る
方
法
は
、
も
と
も

と
殷
代
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。

『
周
礼
』（
春
官
・
大
卜
）
に
は
、
国
の
大
事
の
う
ち
亀
卜
に
よ
っ
て
き
め
る
も

の
が
八
つ
あ
り
、
こ
れ
を
「
八
命
」
と
い
っ
た
。
太
卜
は
「
邦
事
を
以
て
亀
の
八

命
を
作
す
」
と
と
も
に
、「
八
命
」
を
以
て
「
三
兆
、三
易
、
三
夢
の
占
を
賛
」
し

た
。「
賛
」
は
、鄭
玄
は
「
佐
な
り
」
と
言
う
。「
佐
」
は
、現
代
語
で
言
え
ば
「
参

照
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
占
夢
、
亀
卜
、
占
筮
を
組
合
せ
て
は
じ
め
て
国
事
の
吉

凶
、「
吉
な
ら
ば
則
ち
為
し
、
否
な
ら
ば
則
ち
止
む
」
と
い
う
全
面
的
な
判
断
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。た
だ
、組
合
わ
せ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、『
周
礼
』

は
な
に
も
語
ら
な
い
。

『
尚
書
』
泰
誓
に
、
武
王
が
紂
王
討
伐
の
誓
い
を
し
た
時
に
将
士
た
ち
に
言
っ

た
こ
と
ば
、「
朕
の
夢
は
朕
の
卜
に
協
ひ
、
休
祥
を
襲
ぬ
。
商
を
戎
す
る
に
必
ず

克
た
ん
」
が
あ
る
。
武
王
の
卜
と
は
、
誓
い
を
立
て
る
前
に
行
な
っ
た
亀
卜
で
あ

ろ
う
。武
王
の
夢
も
、誓
い
の
前
に
見
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。「
協
は
、合
な
り
」、

「
襲
は
、
重
な
り
」。
夢
占
い
と
亀
卜
が
一
致
し
た
こ
と
か
ら
、
武
王
は
紂
王
討
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伐
が
き
っ
と
成
功
す
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
占
夢
と
亀
卜
を

組
合
わ
せ
た
例
で
あ
る
。
ま
た
、『
史
記
』
と
『
六
韜
』
に
も
と
づ
き
、
武
王
は

そ
の
時
に
亀
卜
と
占
筮
を
し
た
が
ど
れ
も
吉
と
出
ず
、「
枯
骨
朽
蓍
、
人
を
踰
え

ず
」
と
姜
太
公
が
強
く
主
張
し
た
の
に
し
た
が
っ
て
紂
王
を
討
つ
決
心
を
し
た
の

だ
と
考
証
す
る
者
も
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
武
王
の
夢
や
占
い
が
嘘
か

本
当
か
に
関
わ
ら
ず
、
武
王
が
そ
う
や
っ
て
士
気
を
高
め
た
と
す
れ
ば
、
夢
や
占

い
を
信
じ
る
風
潮
が
将
士
の
間
に
広
く
存
在
し
た
と
い
え
よ
う
。

『
左
伝
』
昭
公
七
年
に
、「
筮
、
夢
に
襲か

さ

ぬ
る
は
、
武
王
の
用
ふ
る
所
な
り
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
も
占
夢
と
占
筮
と
を
組
合
わ
せ
た
例
で
あ
る
。
衛
霊
公
が
生
ま
れ

る
前
、
孔
成
子
と
史
朝
の
二
人
の
大
臣
が
同
じ
夢
を
見
た
。
衛
の
始
祖
康
叔
が
か

れ
ら
に
元
を
国
君
に
立
て
よ
と
告
げ
る
夢
で
あ
る
。
こ
の
情
況
に
つ
い
て
、「
夢

協か
な

ふ
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
衛
の
襄
公
に
男
子
が
生
ま
れ
、
元
と
名
づ
け

ら
れ
た
。
た
だ
、
元
に
は
孟
縶
と
い
う
兄
が
い
た
。
そ
れ
で
、
衛
の
襄
公
の
死
後

誰
を
後
継
者
と
す
る
か
と
い
う
難
題
が
も
ち
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
孔

成
子
が
元
を
後
継
者
と
す
べ
き
か
否
か
を
占
っ
た
と
こ
ろ
、
屯
の
卦
が
で
た
。
史

朝
は
こ
れ
を
「
元お

お

い
に
亨
る
」
と
解
釈
し
て
、元
が
継
承
す
る
の
が
自
然
だ
と
し
、

か
つ
て
武
王
が
「
筮
、
夢
に
襲
ぬ
る
」
例
を
も
ち
だ
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
前
述
の

「
夢
協
ふ
」
と
は
虚
構
で
あ
ろ
う
。
史
朝
の
「
元お

お

い
に
亨
る
」
も
牽
強
付
会
を
免

れ
な
い
。
た
だ
、
孔
成
子
と
史
朝
が
用
い
た
方
法
や
理
由
は
、
周
代
の
伝
統
的
な

観
念
を
反
映
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
占
夢
と
占
筮
と
が
一
致
す
れ
ば
、
た
め
ら

う
必
要
は
何
も
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

（
６
）
占
夢
の
発
展

既
述
の
よ
う
に
、
占
夢
は
初
め
夢
に
よ
っ
て
予
兆
す
る
内
容
を
知
る
と
い
う
も

の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
後
に
、
殷
代
に
亀
卜
に
よ
っ
て
夢
を
占
い
、
周
代
に
は
占

星
術
に
よ
っ
て
夢
を
占
っ
た
。
た
だ
、
殷
代
で
も
周
代
で
も
、
占
夢
の
伝
統
的
な

方
法
は
存
在
し
続
け
た
。
殷
の
高
宗
は
夢
に
よ
っ
て
傅
説
を
得
、
周
の
文
王
は
夢

に
よ
っ
て
臧
丈
人
を
得
た
が
、
こ
れ
ら
は
夢
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
解
釈
し
た
も
の
で

あ
る
。『
逸
周
書
』
に
周
王
と
太
姒
の
夢
が
記
さ
れ
る
。「
周
庭
の
梓
」
が
商
の
庭

で
「
化
し
て
松
、
柏
、
棫
、
柞
と
為
」
っ
た
が
、
明
ら
か
に
こ
れ
は
周
が
殷
に
と
っ

て
代
わ
る
象
徴
で
、
占
星
術
や
亀
卜
と
は
関
係
が
な
い〔

（1
〔

。

周
代
で
は
「
日
月
星
辰
を
以
て
夢
を
占
ふ
」
こ
と
が
行
な
わ
れ
、
春
秋
時
代
に

も
そ
の
風
習
が
見
ら
れ
た
。
史
墨
と
衛
平
の
二
つ
の
例
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
た

だ
、『
左
伝
』、『
国
語
』、『
史
記
』
を
通
観
す
る
に
、
春
秋
時
代
の
夢
と
占
い
の

記
事
の
ほ
と
ん
ど
は
夢
に
よ
っ
て
占
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
占
夢
は
占
い

の
方
法
と
し
て
は
、
他
の
占
い
の
方
法
と
は
別
の
道
を
歩
み
は
じ
め
た
と
言
っ
て

い
い
だ
ろ
う
。

戦
国
期
以
後
、
占
夢
は
宗
教
学
的
に
は
下
降
の
一
途
で
、
役
人
に
よ
る
宗
教
的

活
動
が
、
完
全
に
民
間
の
迷
信
と
し
て
世
俗
化
し
て
し
ま
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ

れ
に
と
も
な
い
、
占
夢
は
ま
す
ま
す
独
特
の
占
い
の
形
式
を
具
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
世
俗
的
な
占
夢
家
が
歴
史
の
舞
台
に
登
場
す
る
と
、
か
れ
ら
は
主
に
夢
を
分

析
す
る
よ
う
に
な
る
。
現
存
の
夢
書
の
残
巻
や
佚
文
に
は
、
ど
ん
な
夢
で
、
ど
ん

な
出
来
事
を
予
兆
す
る
の
か
、
ど
ん
な
夢
が
吉
で
、
ど
ん
な
夢
が
凶
か
、
ど
う
い
っ

た
情
況
で
は
吉
で
、
ど
う
い
っ
た
情
況
で
は
凶
か
、
と
い
っ
た
夢
を
め
ぐ
る
記
載

が
見
え
る
。

ま
さ
に
『
夢
書
』
に
「
夢
は
、
像
な
り〔

（1
〔

」
と
い
う
よ
う
に
、
占
夢
の
本
来
の
役

目
は
夢
に
よ
っ
て
吉
凶
を
予
兆
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
占
夢
術
の
本
来
の
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目
的
も
、
神
秘
的
な
夢
魂
の
考
え
の
も
と
に
夢
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
占
夢
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
夢
を
占
う
行
為
自
体
は
中

断
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。そ
の
間
、亀
甲
を
穿
ち
兆
を
取
る
こ
と
で
夢
を
占
っ

た
り
、
日
月
星
辰
を
に
よ
っ
て
夢
を
占
っ
た
り
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
皆
一
種
の
換

喩
的
方
法
を
取
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
換
喩
的
方
法
に
よ
っ
て
夢
を

占
う
と
は
、結
局
、亀
卜
や
占
星
術
の
内
容
を
指
し
て
言
う
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

夢
占
い
の
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
が
、
占
夢
者
は
い
か
に
夢
を
分
析
し
て
人

事
に
結
び
付
け
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
し
ぼ
っ
て
論
じ
た
い
。

原
注

（
（
）『
後
漢
書
』
張
衡
列
伝
を
参
照
。

（
（
）
以
下
の
卜
辞
は
す
べ
て
胡
厚
宣
『
殷
人
占
夢
考
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（
（
）『
甲
骨
文
字
集
釈
』
巻
三
、一
〇
〇
一
～
一
〇
〇
六
頁
を
参
照
。

（
〔
）「
桑
」
は
「
井
」
の
誤
記
。

（
〔
）『
太
平
御
覧
』
巻
三
九
七
よ
り
引
用
。

（
〔
）『
晋
書
』
巻
九
五
索
紞
伝
。

（
〔
）
原
文
に
は
「
官
」
の
字
は
な
い
が
、
文
意
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

（
（
）『
世
説
新
語
』
文
学
篇
を
参
照
。

（
（
）
漢
字
の
「
月
」
偏
は
、
す
な
わ
ち
「
肉
」
偏
で
、
俗
に
「
肉
月
」
偏
と
称
す
る
。

（
（0
）「
終
」
は
、現
行
本
の
『
晋
書
』
は
「
也
」
と
し
、『
夢
占
逸
旨
』
の
引
用
文
は
「
終
」

と
し
て
い
る
。「
終
」
が
適
当
で
あ
る
。

（
（（
）
高
亨
『
周
易
古
経
今
注
』（
重
訂
本
）（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
版
）
二
二
七
～

二
二
八
頁
を
参
照
。

（
（（
）『
白
虎
通
徳
論
』
五
行
篇
お
よ
び
『
五
行
大
義
』
を
参
照
。

（
（（
）『
史
記
』
巻
一
二
七
日
者
列
伝
の
索
隠
を
参
照
。

補
注

〔
（
〕『
周
書
』
程
寤
篇
の
逸
文
。『
太
平
御
覧
』
巻
三
九
七
等
よ
り
引
く
。

〔
（
〕
原
文
に
は
「
閔
公
二
年
」
と
あ
る
が
、
こ
の
記
事
は
襄
公
二
十
五
年
に
見
え
る
。

〔
（
〕『
晏
子
春
秋
』
内
篇
諫
上
、
景
公
病
久
不
癒
欲
誅
祝
史
以
謝
晏
子
諌
を
参
照
。

〔
〔
〕
附
録
二
に
載
録
の
「
唐
宋
類
書
所
見
漢
唐
夢
書
佚
文
類
編
」
四
、
器
物
類
に
「
夢

見
帷
帳
、
憂
陰
事
也
」
と
あ
り
、『
太
平
御
覧
』
巻
七
〇
〇
よ
り
引
く
。

〔
〔
〕『
後
漢
書
』
張
奐
伝
に
は
「
訊
之
占
者
」
と
あ
り
、『
太
平
広
記
』
巻
二
七
六
に
引
く
『
搜

神
記
』
に
は
「
奐
令
占
之
」
と
あ
る
。

〔
〔
〕
原
文
は
「
牛
頭
」
だ
が
、
文
意
に
よ
っ
て
「
鼻
」
に
改
め
た
。

〔
〔
〕『
芸
文
類
聚
』
巻
八
八
に
引
く
。
ま
た
、『
蕭
氏
続
後
漢
書
』
巻
二
三
に
も
見
え
る
。

原
注
（
４
）
に
「
桑
」
は
「
井
」
の
誤
記
と
す
る
が
、「
桑
」
の
俗
字
は
「
桒
」
で
、

分
解
す
れ
ば
、
四
つ
の
「
十
」
と
一
つ
の
「
八
」
で
、「
四
十
八
」
と
な
る
。
同
様
の

例
が
、『
太
平
御
覧
』
巻
三
九
八
に
引
く
張
勃
『
呉
録
』
に
「
松
字
十
八
公
也
。
後

十
八
年
為
公
乎
」
と
あ
り
、「
松
」
字
の
「
木
」
偏
を
分
解
し
て
「
十
八
」
と
し
て
い
る
。

〔
（
〕
附
録
三
に
載
録
の
『
新
集
周
公
解
夢
書
』
冢
墓
棺
材
凶
具
章
に
「
夢
見
棺
水
流
吉
」

と
あ
る
。

〔
（
〕『
太
平
広
記
』
巻
二
七
九
崔
湜
の
条
に
引
く
『
朝
野
僉
載
』
を
参
照
。

〔
（0
〕
原
文
は
「
反
語
」
を
「
俗
語
」
の
誤
り
と
し
て
い
る
が
、「
洗
馬
」
の
切
が
「
瀉
」

と
な
り
、「
馬
洗
」
の
切
が
「
米
」
と
な
る
よ
う
に
、「
反
語
」
と
は
「
反
切
」
を
い
う

の
で
は
な
い
か
。
同
様
の
例
が
、『
太
平
広
記
』
巻
二
七
八
張
鎰
の
条
に
あ
る
。

〔
（（
〕『
周
礼
』（
春
官
・
占
夢
）
の
賈
公
彦
の
疏
。『
春
秋
伝
服
氏
注
』
巻
十
（『
鄭
氏
佚
書
』

所
収
）
を
参
照
。

〔
（（
〕
補
注
〔
１
〕
を
参
照
。

〔
（（
〕
附
録
二
に
載
録
の
「
唐
宋
類
書
所
見
漢
唐
夢
書
佚
文
類
編
」
一
、夢
論
に
「
夢
者
象
也
」

と
あ
り
、『
太
平
御
覧
』
巻
三
九
七
よ
り
引
く
が
、『
御
覧
』
は
「
象
」
を
「
像
」
に
作
る
。
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